


　本書は飯豊町教育委員会が平成27年度から29年度にかけて実施した上屋地Ｂ遺跡の発掘調査

事業の成果を報告するものです。本事業は飯豊町の埋蔵文化財行政の推進を目的として国庫補

助を受け実施しました。

　上屋地Ｂ遺跡は、昭和42年の羽越水害を契機に発見され、昭和43～44年に発掘調査が行われ

た遺跡です。調査の結果、放射性炭素測定によって、31600年スケールアウトとなったことから、

前期旧石器時代の遺跡として位置付けられ、現在は町指定となっています。しかし近年、上屋

地Ｂ遺跡を再評価する研究などがあり、当遺跡がより新しい時代の珪質頁岩採取地であった可

能性が提示されています。飯豊町では当町における埋蔵文化財の将来の堅実な保存と活用を視

野に入れ、当遺跡について、より正確な情報を得る必要性を感じ、確認調査を実施いたしました。

　飯豊町では文化財全般を対象とした事業を積極的に進めており、埋蔵文化財についても調査

を行うことで、その把握と記録、町内外への情報の発信、活用を進める取組みを行っています。

埋蔵文化財は、私たちの祖先が長い歴史の中で創造してきた貴重な地域財産です。この財産を

大切に保護するとともに、そこから歴史を学び子孫へ伝えることが現代に生きる私たちの責務

だと考えます。今後、本書が文化財の保護活動、学術研究、教育活動等に役立つことになれば

幸いです。

　最後に当調査にご支援ご協力いただいた皆様に心から感謝申し上げます。

　平成 30年３月

 飯豊町教育委員会　　　　　　　　

 教育長　　熊野　昌昭　　　
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１－１．遺跡概要と先行研究

学的調査が実施され、そのҰ؀として旧石器時代の遺跡とそلでは昭和33年ʢ19��ʣから最上઒ྲྀ域のୈ࢛ݝܗࢁ　

のपล地域の૯߹調査が行われた。調査は昭和39年ʢ1964ʣから本֨化し、昭和42年ʢ1967ʣ10月に羽越水害がおき

ると、大きなඃ害を受けた飯豊町中௡઒地۠でݝܗࢁ૯߹学術調査会地ཧ൝による調査が実施された。このࡍ、地ཧ

൝にࢀՃし地ܗ調査を行っていたܗࢁ大学助教त、ถ地文෉ࢯが中௡઒上屋地のஈٰ֑で石器と見られる珪質頁岩の

。のもとにಧけられたࢯູ౻であったՃࢣߨ大学ܗࢁ教་ɾߍ等学ߴ中ԝܗࢁྉは、当時ࢿยを発見した。このࡅഁ

Ճ౻ູࢯはその中にยਕ᛽器ʢνϣούーʣ΍ࣼ࣠ઑ಄器と見られる石器を認ࣝしたことから、ถ地文෉ࢯが発見し

た珪質頁岩について、昭和21年ʢ1946ʣに૬୔஧༸ࢯによって岩॓遺跡が確認された後、ؔ౦地ํҎ๺では確認され

ていなかった前期旧石器時代の石器である可能性を૝定した。

　昭和43年ʢ196�ʣ̒月にՃ౻ູࢯはถ地文෉ࢯとڞに上屋地遺跡の౿査を実施。ಉ年̓月にはܗࢁ大学のദ૔྄٢

教त、౉ลໜ蔵教त、ܗࢁཧ助教तをՃえて౿査をܧଓした。さらにಉ年̔月の中०からԼ०までݝܗࢁ૯߹学術調

査会が飯豊ࢁ地૯߹調査のҰ؀としてୈҰ࣍の発掘調査を実施した。

　調査の結果、石器と見られる珪質頁岩のࢿྉは上屋地から࠽۝ಕに޲かうݝಓ切り௨しの྆ଆからग़౔することが

把握された。このࡍ、切り௨しの౦ଆを̖地఺、੢ଆをＢ地఺とし、ୈҰ࣍調査としてＢ地఺の発掘調査が実施された。

切り௨しによってできたＢ地఺ଆの࿐಄அ໘の調査にՃえ、Ｂ地఺ஈٰ上໘に̼̒ʷ̼̐の౦੢ํ޲に長いトϨϯν

をઃけて掘りԼげを行った。このトϨϯνの埋め໭しは行われなかったようで、現在も現地でそのܗঢ়を見ることが

できる。トϨϯν調査は昭和44年ʢ1969ʣから昭和4�年ʢ1970ʣまで３࣍にわたってܧଓされた。トϨϯνについて

は地දから３̼Լの地఺まで掘りԼげを行い、ج൫૚にୡしたことでऴྃしている。࿐಄அ໘については実測ਤが࡞

成された。この発掘調査によってऩ蔵ശで120ശ෼の頁岩と石ӳૈ໘岩による石器ࢿྉが採取された。ஈٰ上໘のト

Ϩϯνのஅ໘ਤは提示されていない。

また最も重要な఺は14$炭素年代測

定によるσーλを得たことであった。

しかしこの෼ੳに用いられたࢼྉは

調査地であるＢ地఺から採取したも

のではなかった。Ｂ地఺に対ൺされ

るԼ屋地の中௡઒਍ྍॴཪのట૚と

上屋地遺跡の切り௨しの̖地఺ଆ࿐

಄にみられるట炭૚から採取された

໦ยが࢖用され、学शӃ大学の໦越

๜඙教तが14$年代測定を実施した。

この結果̖地఺からは31
900#�1�ZT�

ʻʢ(BLô21��ʣ、また中௡઒਍ྍॴ

ཪのట૚からは29
600ʶ1
700#�1�ZT�

ʢ(BLô21�7ʣという਺஋が得られた。

このՊ学的なσーλをࠜڌとして上

１．上屋地Ｂ遺跡

遺跡番号　　遺跡名　　　　　　　　　 　時代

403 - 009 　飯豊町岩倉館跡           　中世

403 - 016 　遅谷館屋敷跡             　中世

403 - 017 　遅谷館跡                 　中世　

403 - 018 　飯豊町川内戸館跡　       　中世

403 - 019 　飯豊町川内戸館跡　　　　 　中世

403 - 020 　飯豊町川内戸遺跡集落跡　 　縄文 (後期か晩期）

403 - 021 　飯豊町上屋地Ｃ遺跡集落跡 　旧石器

403 - 022 　飯豊町上屋地Ｂ遺跡集落跡 　旧石器

403 - 023 　飯豊町下屋地館跡　　　　 　中世

403 - 024 　飯豊町上屋地Ａ遺跡集落跡 　縄文

403 - 025 　飯豊町上原遺跡    　　　 　縄文

403 - 026 　飯豊町上原館跡館　　　　 　中世

403 - 027 　飯豊町白川遺跡集落跡     　縄文

403 - 028 　飯豊町下屋地遺跡集落跡   　縄文

403 - 026 　飯豊町上原館跡館         　中世

403 - 027 　飯豊町白川遺跡集落跡     　縄文

403 - 028 　飯豊町下屋地遺跡集落跡   　縄文

図 1: 飯豊町中津川周辺遺跡地図

表 1: 飯豊町中津川周辺遺跡一覧
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屋地#遺跡は前期旧石器時代の遺跡だと認ࣝされたʢถ地、Ճ౻1969ʣ。

　それまで中௡઒の遺跡܈については長Ҫ政ଠ࿠ࢯがh ଜ史中௡઒ ʢɦ長Ҫ1960ʣにおいて઒内ށɾԼ屋地ɾ஗୩ɾ上ݪɾ

਺അɾਢڷなどからೄ文時代の石器΍౔器がग़౔していることにٴݴしており、ന઒を中心とした中௡઒のؒࢁ෦に

ೄ文時代の遺跡が෼෍していることはཧղされていたが、旧石器時代と認ࣝされる遺෺ɾ遺跡が確認されたのは͘޿

これがॳめてであった。その後、この調査成果はࢄ֦͘޿していき、۔୔長հࢯはʰ೔本の旧石器時代 ʢɦ۔୔19�2ʣ

の中で上屋地Ｂ遺跡を前期旧石器時代の遺跡として、઒࡚ར෉ࢯは３ສ年前のܗࢁ最ݹの旧石器時代の遺跡として঺

հしʢ઒࡚19��ʣ、この発見をݝܗࢁ内最ݹの遺跡の発見として位置付けることになった。そしてそのաఔで14$年代

測定๏による਺஋が֦大ղऍされていった޲܏がみられる。h 史ʱ΍ʰ飯豊町史ݝܗࢁ 、ɦh の歴史ݝܗࢁ 、ɦh ܾ定൛

置ࣀ;るさと大ඦՊʱなどをみると、ݝܗࢁ史ではߴ位ஈٰᶗ໘の年代測定の結果について39
000年よりҎ前として

おり、置ࣀ;るさと大ඦՊでは̐ສ年Ҏ上前というද現が用いられている。ݝܗࢁ史考ݹฤでは上屋地遺跡が܈അݝ

௨する఺があることから年代を今から໿３ສ年前から̑ສ年前と推定しておڞ上ϊ୆遺跡にాࢁࢢ遺跡΍ઋ୆ࢁ現ݖ

り、飯豊町史ではこの記ࡌをそのままൈਮしている。学史と௚઀ؔ܎はແいが、地域のʮ文化財ʯという視఺に立てば、

飯豊町内におけるޫ؍ύϯϑϨοトに記された上屋地Ｂ遺跡は̑ສ年前、現地に立てられた文化財؃൘では３～̑ສ

年の遺跡とされ、๺ݪژਓの஥ؒがొ৔する記ࡌがみられる。ちなみに上屋地Ｂ遺跡のこのような情報はແ൷൑に受

け入れられてきたわけではないと考える。これだけの付Ճ価஋がある上屋地Ｂ遺跡であったが平成̎年ʢ1990ʣによ

う΍͘町の指定を受けている。ݝ内最ݹという位置付けがສਓの認めるとこΖであったならば、1967年に発見された

当遺跡は、よりૣいஈ֊でݝ指定などのѻいを受けるのが必વだったとࢥわれるからである。また1972年には、ܗࢁ

。立ത෺ؗによって̖地఺のୈҰ࣍調査が実施され、こちらはೄ文૲創期の遺跡であることが確認されたݝ

　平成̐年ʢ1992ʣに、౻ଜ新Ұࢯを中心とした旧石器፻造事݅の現৔のҰつとなったକ３ݪ遺跡がඌՖ୔ࢢで前ɾ

中期旧石器時代の遺跡として認ࣝされると、上屋地Ｂ遺跡はݝ内最ݹの遺跡ではな͘なった。しかし平成12年ʢ2000ʣ

３月のຖ೔新ฉの記事により፻造行ҝが໌らかになり、平成13年ʢ2001ʣにକ３ݪ遺跡において፻造の༗ແを確認す

るためのୈ̒࣍発掘調査が実施されると、କ３ݪ遺跡を前ɾ中期旧石器時代の遺跡に位置付けることはࠔ೉との見ղ

がग़された。କ３ݪ遺跡をはじめ、౻ଜࢯがؔわった旧石器時代の遺跡がফ໓してい͘中、上屋地Ｂ遺跡は፻造のӨ

にฦり࡙いた。ै来、旧石器時代は΄΅̐ສ年より前を前期、それҎݹ内最ݝり、再び࢒Լにない遺跡として生きڹ

߱を後期としてきた。しかし፻造事݅Ҏ߱、後期Ҏ外の石器の存在はෆ໌確とされたʢఅ2011ʣが、上屋地Ｂ遺跡は

፻造事݅をܦた後も情報のߋ新が行われないまま前期旧石器としての位置付けがܧଓされることになった。

　平成24年ʢ2012ʣ、ݝܗࢁ立考ࢿݹྉؗに石器ࢿྉがدଃされた。これは飯豊町中௡઒のೄ文時代の遺跡であるന

઒遺跡のࢿྉでണยを中心とした石器܈であった。当時考ࢿݹྉؗの৬員だったਇ昭ൟࢯはこのࢿྉを࡯؍し、上屋

地Ｂ遺跡のࢿྉとྨࣅするҹ象を受ける。そして中௡઒पลの୔を౿査することで、石器のݪྉとして࢖われる珪質

頁岩の෼෍ঢ়گを確認し、ന઒遺跡と上屋地Ｂ遺跡に近いϠルϛ୔においてന઒遺跡のدଃࢿྉ΍上屋地Ｂ遺跡のग़

౔ࢿྉにྨࣅしたണยがଟྔにग़౔する࿐಄を発見した。ࢯはこれらの情報を౿まえʮ上屋地Ｂ遺跡と飯豊町中௡઒

地域の再評価ʯʢਇ2012ʣにおいて࣍のようなٞ࿦を行った。上屋地Ｂ遺跡΍ന઒遺跡のണยࢿྉは、石器੡࡞実ݧ

のσーλをަえて࡯؍すると、ෆ定ܗのՏ઒採取のݪ石をՃ޻してະ成඼のϒϥϯΫを੡࡞するときに発生するണย

とྨࣅする。また昭和40年代の上屋地Ｂ遺跡における調査の炭素年代測定について、ࢼྉの採取地が調査地とҧうこ

とを指ఠし、上屋地Ｂ遺跡の年代؍についての໰୊をఄした。つまり上屋地Ｂ遺跡について、より新しい時代の石器

におࢢٱࠤݝ୯ಠの見ղというよりも、長野ࢯの指ఠはࢯ産地遺跡となる可能性を提示したのである。ਇݪྉのݪ

けるఱਆখࠜ遺跡の発掘調査の成果ʢ2006ʣ、٢઒ߞଠ࿠ࢯによってまとめられた石器ݪྉの産地研究の成果ʢ2016ʣ

など、全国的に஝積された研究をもとに๖ժしつつある、近年の新たな石器研究の޲܏を൓өしたٞ࿦だと見ること

ができる。そして上屋地Ｂ遺跡を८るこのようなٞ࿦を進లさͤるためには遺跡の再調査が必要だと認ࣝされた。

　また炭素年代測定によって年代が確定した上屋地Ｂ遺跡にとって、近年の炭素年代測定のٕ術ม化は再調査を実施
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する重要な要Ҽになると考えられた。年ྠ年代๏の成果によってྐྵ年補正が進าし、".4のಋ入によりগྔでの炭

素年代測定が可能になり、ࠩޡもখさ͘なった。また2012年に炭素年代測定のֵ新ϙΠϯトともいえる水月ބのσー

λが発දされると、炭素年代測定のߍ正ۂઢは大きなӨڹを受けることになった。もし昭和40年代に෼ੳしたࢼྉが

現存しているのであれば、これを再測定するだけでもҟなる結果が得られる可能性がߴい。このような෼ੳٕ術のม

化を౿まえた上でਇࢯのٞ࿦を考ྀすれば、今後の上屋地Ｂ遺跡の保存と活用を考えたとき、このλΠϛϯάで再調

査を実施するҙٛは大きいと൑அできた。よって平成26年度ୈ̎ճ目の飯豊町文化財保護৹ٞ会で৹ٞ員の認可を受

け、ಉ年度の飯豊学࠲ߨにおいて町ຽ޲けに調査の必要性をઆ໌した上で、平成27年度より再調査にணखすることに

なった。

　最後にՃ౻ູࢯの໊༪のために記してお͘が、ࢯが調査当ॳにஶした報告書΍࿦文には上屋地Ｂ遺跡のσーλに対

する極めて৻重な࢟੎が見られ、ࣗら遺෺の埋積年代とଯ積機ߏについての՝୊を指ఠしている。このような記ࡌか

ら、おそら͘ࢯが現在もご存໋ならಉ様の調査により上屋地Ｂ遺跡のσーλをߋ新したものと考える。本調査は近年

のٕ術とσーλをもって、ࢯの指ఠした՝୊に取り組Ήことで情報のߋ新をૂうもので、かつての研究成果を൱定す

るものではない。

１－２．問題の所在と調査の方法

　上屋地Ｂ遺跡が๊えている໰୊は前ड़したՃ౻ູࢯの研究結果にਇ昭ൟࢯがఄしたٞ࿦であり、このղܾが本調査

の目的となる。当໰୊のղܾのために行う΂き調査のϙΠϯトとํ๏はԼ記の３఺であると考える。

̍ɽ上屋地Ｂ遺跡から採取された珪質頁岩のഁࡅ᛽を前期旧石器時代の遺෺として認ࣝしてྑいのか、それҎ前にਓ

えば今ճの上屋地Ｂ遺跡の調査によって໌確ݴ的な石器として認ࣝしてྑいのか、という఺である。結果から޻

なπールはҰ఺も採取できなかった。このようにࢿྉ的にݶ定されるঢ়گから、本調査ではこの໰୊をٞ࿦する

ํ๏として石器のܗଶ的ݕ౼は積極的に行わͣ、ݹయ的ではあるがਿݪ૳հࢯが付近の地ܗɾ地質調査の結果を

ར用したํ๏にならい、珪質頁岩のഁࡅ᛽をؚΉ૚、遺跡पลのՏ઒ɾ୔における᛽のछྨ΍ԁຏ度のϨϕルを

にࢯ野Ҫపࢁ大学໊༪教तのܗࢁすることでこの໰୊にͤまりたいと考える。᛽छの෼ྨ、ԁຏ度の൑定は౼ݕ

実施していただいた。

̎ɽ上屋地Ｂ遺跡を前期旧石器時代の遺跡として位置付けたܾ定的σーλとして໦越๜඙教तが実施した炭素年代測

定の結果がある。Ճ౻ູࢯのஶ書から໌らかなことは、෼ੳࢼྉは上屋地Ｂ遺跡から採取したものではないとい

うことである。ࢼྉはߴ位ஈٰᶗ໘から採取したとしているものの、Լ屋地の中௡઒਍ྍॴཪのట૚と上屋地遺

跡̖地఺の切り௨し࿐಄から採取されている。上屋地遺跡̖地఺は近઀地ではあるが、΍はり発掘調査地఺から

ྉが必要だった。しかし現在、".4のಋ入ࢼྉを採取したい。昭和40年代の炭素年代測定のٕ術ではଟྔのࢼ

によりࢼྉはগྔで෼ੳ可能になっている。また前ॲཧのํ๏もม化しておりҎ前あったάϥϑΝΠト化までの

ίϯλϛによるԚછも΄とΜどな͘なっている。そしてかつて෼ੳを実施したときとはߍ正ۂઢがมわっている。

このような఺から本調査においてはԿよりも上屋地Ｂ遺跡から炭化෺ࢼྉを採取し年代測定を実施する必要があ

る。ただし昭和40年代の調査で炭化෺が採取できなかったことを考えると、今ճの調査でもࢼྉが見つからない

可能性はߴい。よって、࢒存5-ࠩしҾき๏による೤ルϛωοηϯスʢҎԼ、೤ルϛωοηϯスʣもಉ時に実施し、

当՝୊のղܾを目指す。炭素ࢼྉの採取にはࢁ野Ҫపࢯ、炭素年代測定については໳׎ౙथࢯ、೤ルϛωοηϯ

ス年代測定についてはԼԬॱ௚ࢯɾૣాษࢯのޚ協力を得て実施した。

３ɽ上屋地Ｂ遺跡が今までݴわれてきたような前期旧石器時代の遺跡でないとするならば、いつのどのようなಛ性の

遺跡なのか。今後の上屋地遺跡の༗ޮな保存ɾ活用の指਑を໛ࡧするためには、この఺を໌らかにする必要があ

る。この఺についてはਇ昭ൟࢯが࿦考の中で提示している石器ݪ石の採取地もし͘はՃ޻地となるݪ産地遺跡で
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ある可能性を考え、पลにॴ在するಉ様の珪質頁岩が採取できるϠルϛ୔、Ӊ௡୔、またそれらの୔のؒにある

খҴ୔、ീ഼୔といった୔のՏচにࢄཚする᛽のछྨとԁຏ度を調査し、石器生産へのར用にదした珪質頁岩の

෼෍ঢ়گを調΂る。ಛにϠルϛ୔ではണยがଟྔにग़౔する࿐಄が確認されているため、ू中的にこれを調査す

る。珪質頁岩の෼෍ঢ়گと上屋地Ｂ遺跡の位置ؔ܎から、遺跡のಛ性を推測するࡐྉにしたい。また上屋地Ｂ遺

跡とϠルϛ୔において、珪質頁岩を採ूできる৔ॴの近ྡで石器をՃ޻ɾ生産したようなࠟ跡を୳すためにখن

໛なトϨϯν調査を実施する。

１－３．調査の経緯

・平成27（2015）年度
　上屋地Ｂ遺跡の再調査にணख。̓月22೔～̔月̐೔に調査४උと౿査を実施。̔月2�೔～̕月̍೔にআ૲を行い調

査にணख。̕月29೔にࢁ野Ҫపࢯに౔૚࡯؍を実施していただき、炭素年代測定のためのࢼྉをαϯϓϦϯάした。

̕月30೔調査ܧଓ、現৔ࣸਅのࡱӨ。10月̕೔～11೔にかけて遺෺の取り上げを実施。ਤ໘࡞成。飯豊中学ߍの৬業

ମݧを実施する。ಉ೔Ԭଜಓ༤ࢯよりॴ見を௖ଷする。10月1�೔新ׁݝ教委のᖒాರࢯよりॴ見を௖ଷする。10月21

೔～24೔、ࢁ野Ҫపࢯ、ਇ昭ൟࢯ、ଜ越७子ࢯ協力のもと࠽۝୔のՏচ調査を実施。౔৕αϯϓϦϯάを実施する。

ಉ೔昭和40年代の調査にࢀՃしていたࠤ౻ঙҰࢯよりॴ見を௖ଷする。Ѩݹౡޭࢯ、長Ҫࢯ࣏ݠよりもॴ見を௖ଷす

る。10月26೔、Ҵాࢯ࢘޹よりॴ見を௖ଷする。11月̑೔～11೔にかけて現ঢ়෮ؼを目的にίϞෑを行う。11月19೔

にย付け。໳׎ౙथࢯにґཔし炭素年代測定を実施するが、༗ޮなࢼྉが採取できͣにσーλがग़なかった。また上

屋地Ｂ遺跡と重要なؔ࿈性が༧૝されるϠルϛ୔の࿐಄について෼෍調査を実施。これは平成27年度飯豊町遺跡発掘

調査報告書ʢ飯豊町2016ʣにおいて報告を行った。Ϡルϛ୔の֓要は付ฤ̐に提示した。

・平成28（2016）年度
　̑月2�೔、̒月̎೔、̒月1�೔に࠽۝୔の支ྲྀ、Ϡルϛ୔のՏচの᛽छ調査。̒月1�೔に炭化෺採取を目的とした

౔৕αϯϓルを採取。ڞにࢁ野Ҫపࢯɾਇ昭ൟࢯの協力による。̓月̍೔に౔৕αϯϓルをચড়し਺఺の炭化෺を得

た。̒月̕೔にԼԬॱ௚ࢯɾૣ ాษࢯよりご協力いただき೤ルϛωοηϯス年代測定のαϯϓルを採取していただ͘。

̔月27೔はϠルϛ୔Լྲྀ、Ӊ௡୔、খҴ୔のՏচ調査を実施。11月17೔に現৔のย付け。11月29೔炭素年代測定の௥

ՃࢼྉをαϯϓϦϯά。໳׎ౙथࢯにґཔし炭素年代測定を実施し、̍఺のみ෼ੳが可能となる。ಉじ͘ԼԬॱ௚ࢯ

に೤ルϛωοηϯス年代代測定を実施していただき、測定σーλを得る。

・平成29（2017）年度
　平成2�年度までの調査によって、上屋地Ｂ遺跡とڧいؔ܎性を示すことが෼かったϠルϛ୔について11月10೔、12

月̒೔に炭素年代測定のαϯϓルを採取し、௥Ճ෼ੳを実施する。̔月16೔、17೔にϠルϛ୔と上屋地Ｂ遺跡の੢ଆ

にあるߴ৔においてトϨϯν調査を実施した。̍月から３月にかけて報告書を࡞成する。
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２－１．露頭の土層確認（図２・３）

　平成27年度の調査において上屋地Ｂ遺跡౦ଆน໘を再調査した。昭和40年代の調査成果について再ݕ౼が必要とな

るため、報告の中心となっていたが౔૚ਤ໘のແいＢ地఺ஈٰ上໘のトϨϯνではな͘、౔૚அ໘ਤが࡞成された౦

ଆน໘の࿐಄を再調査৔ॴとしてબ୒した。当น໘は飯豊町上屋地から࠽۝ಕを越えてখ国町にいたるݝಓෑઃのࡍ

にできた切௨しによる࿐಄である。地૚࡯؍から当地の地૚のଯ積ঢ়گがݕ౼できる。

　࿐಄を෴うࡶ૲とද౔をআڈし、昭和40年代調査当時の࿐಄をݕग़した。現在、น໘にはిபがઃ置されておりʢ̕

ʵᶆ૚ʣそれを支えるアϯΧー΍アースが見られるʢ̕ʵᶄɾ̕ʵᶅʣ。これらの施޻は昭和40年代の調査報告では

見られないので、その後の施޻だと൑அする。このような఺は当時とมわっているが、大ہ的にみた૚ংのཧղはಉ

じだと考える。まͣは昭和40年代の調査によって確認された૚ংと、平成27年度の調査による૚ংのすり߹わͤを行

う。

昭和40年代調査の断面図の土層認識（図4-2）
ୈ̍૚　ද౔。ද౔にあたる׊ࠇ৭෗৯౔૚で20～2�DNް。

ୈ̎૚　γルト～৕౔。΍΍໌るい׊৭をఄする೪౔質౔にࡉ᛽がࠞじる૚で1�～3�DNް。

ୈ３૚　ࡉ᛽ࠞじりγルト。஡׊৭࠭᛽૚ʢԼ෦はࢎ化మの௜఼により੺৭であるʣで60～70DNްʢ昭和40年代調

査のஈٰ上໘トϨϯνのઆ໌では̎૚、ୈ̍文化૚としているʣ。

ୈ̐૚　ѥ֯᛽ࠞじりγルト。ԫന৭のγルト૚ʢ昭和40年代調査のஈٰ上໘トϨϯνのઆ໌では３૚、ୈ̎文化૚

としているʣ。

ୈ̑૚　γルト。

ୈ̒૚　ѥ֯᛽～֯᛽。

ୈ̓૚　CFESPDLʢߗ質頁岩ʣ。

平成27年度調査による土層図の土層認識（図３）
̍૚　ද౔。෗২質のଯ積౔。

̎૚　௚̑ܘNN～10DNの᛽をؚΉ౔૚܈。ؚཻ࠭Ή。珪質頁岩がग़౔する。ᶃとᶄに෼૚。

３૚　̍DN大の᛽をؚΉ౔૚。

̐૚　௚30ܘDNを最大とする᛽૚、ないしは᛽をؚΉ૚܈。Տ઒ଯ積だと推測する。珪質頁岩をؚΉ。ᶃ～ᶊ૚に෼૚。

̑૚　࠭とγルトのޓ૚܈。؇΍かなྲྀれの水性ଯ積૚だと推測する。ᶃ～ᶇ૚に෼૚。

̒૚　௚10ܘDNを最大とする᛽૚。᛽のԁຏ度が全ମ的に௿͘、質のѱい頁岩が目立つ。

̓૚　ୈࡾ期૚のట岩を中心とするج൫૚。

̔૚　̒、̓૚の上にଯ積する௚3ܘ�DNの᛽を最大とする᛽૚܈、ないしは᛽をؚΉ૚܈。ᶃ～ᶉに෼૚。

̕૚　現代の֧ཚ૚܈。ᶃ～ᶆに෼૚。

　440ôୈ̍૚が)27ô1૚、440ôୈ̎૚と３૚のҰ෦が)27ô2૚、440ôୈ̎૚と３૚のҰ෦が)27ô3૚、440ôୈ̐૚が

)27ô4૚、440ôୈ̑૚が)27ô�૚、440ôୈ̒૚が)27ô6૚、440ôୈ̓૚が)27ô7૚に૬当する。昭和40年代のਤ໘で

２．上屋地Ｂ遺跡の再調査について
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はج本的に࿐಄全ମが水平ଯ積となっているが、平成27年度の調査によって、࿐಄๺୺に、ೆଆに޲かってࣼ܏する

̔ʵᶃ～ᶉ૚が確認された。この఺は40年代の૚ং認ࣝとҟなる。しかし当調査の࿦ࢫにؔわる૚ংについてはখさ

なࠩҟはあるものの、昭和40年代と平成27年度の調査でྨࣅした認ࣝを得たと考える。大き͘見てද౔、খ᛽と࠭を

ؚΉ౔૚、大ܘの᛽をؚΉ水性ଯ積૚、੩かな水のྲྀれによるγルトと࠭の水性ଯ積૚、ૈい᛽૚、ୈلࡾ૚とみら

れる岩൫が上位からॱにଯ積していると認ࣝする。

２－２．炭素年代測定資料の採取と測定結果について

大ܗࢁྉをもってࢿに౔৕αϯϓϦϯάを実施していただき、そこから炭素αϯϓルを採ूした。このࢯ野Ҫపࢁ　

学:6ô".4άルーϓ໳׎ౙथࢯに炭素年代測定の実施を委ୗした。平成27年度に̓఺、平成2�年度に３఺のࢼྉを

෼ੳしたとこΖ、平成2�年度に採取した̍఺のࢼྉから෼ੳ結果を得ることができた。ࢼྉがग़౔した૚は水性ଯ積

だと認ࣝするγルトと࠭のޓ૚ଯ積૚、ਤ３の̑ʵᶃ૚である。෼ੳ結果として3094�ô30479年前ʢ26390��0ZS#1ʣ

という਺஋を得た。෼ੳ結果を付ฤ̎として提示する。また౔৕αϯϓルの採取৔ॴをਤ4ô1に提示した。

２－３．熱ルミネッセンス（残存TL差し引き法）年代測定の結果について

　ԼԬॱ௚ࢯのご協力によって当σーλの提示が可能になった。̑఺の౔৕αϯϓルを採取し෼ੳを行った結果、࿐

಄の̐ϱॴから採取したαϯϓルについて結果を得ることができた。ࢼྉ̍が３૚上෦、ࢼྉ̎が３૚Լ෦、ࢼྉ３

が̐૚、ࢼྉ̐が̑ʵᶃ૚、ࢼྉ̑が̑ʵᶅ૚から採取されたαϯϓルである。ࢼྉ̍は17
000～29
000年前、ࢼྉ

̎は22
000～2�
000年前、ࢼྉ３は測定ෆ能、ࢼྉ̐は2�
000～39
000年前、ࢼྉ̑は30
000～40
000年前という਺஋ʢ2

Мのൣࠩޡғであてはまる年代෯ʣを得た。炭素年代においては̑ʵᶃのγルト૚のσーλしか採取できなかったが、

೤ルϛωοηϯスでは࿐಄全域においてσーλを採取できた。炭素年代測定で年代を測定できた̑ʵᶃ૚について、

೤ルϛωοηϯスの෼ੳ結果は2�
000～39
000年前であり、炭素年代測定の30
94�～30
479年前ʢ26390ʶ�0ZS#1ʣの

結果とᴥᴪはな͘、྆σーλのΫϩスνΣοΫが可能となった。෼ੳのৄࡉについてはԼԬࢯによる報告を付ฤ̍に

。した。また౔৕αϯϓルの採取৔ॴは付ฤ̍にも示されているが、ਤ4ô1にも提示したࡌܝ

２－４．珪質頁岩の出土状況（図３・７、表５）

　上屋地Ｂ遺跡౦ଆน໘の࿐಄の調査によってෳ਺の珪質頁岩のࢿྉがग़౔した。全てഁࡅ᛽で、これらのࢿྉにつ

いては、この時఺で遺෺ɾ石器ɾണยとද記するわけにはいかないであΖう。この時఺でݴえるݶքはʮਓҝ的な力

によってׂれたことが推測される珪質頁岩を中心としたഁࡅ᛽ʯである。このようなഁࡅ᛽について43఺に付൪し、

遺෺として取り上げを行った。またこれら遺෺の中には、ਓҝ的なഁࡅ᛽と考えられるものだけではな͘、֤᛽छと

そのঢ়گがཧղできるようなαϯϓルもؚまれている。ొ録した൪߸は̍～46൪、37～39൪はܽ൪、32～34は̒૚付

近で採取したがग़౔ঢ়گから上૚より่མした可能性がߴいࢿྉである。

ྉの内40఺は頁岩である。その中で珪質頁岩は21఺、中ఔ度のࢿ᛽である。43఺のࡅྉは珪質頁岩とྲྀ໲岩のഁࢿ　

頁岩が12఺、ೈ質頁岩が̓఺であった。ྲྀ໲岩は３఺である。ະ成඼の石器の可能性を༗するࢿྉが̎఺ʢ̎ɾ̐ʣ

確認できるだけでπールといえる石器はなかった。そのଞはਓҝ的なものかどうかが確定できない᛽ยである。また

౔器はग़౔していない。遺෺として取り上げたࢿྉは̎૚、̐૚、̒૚にू中している。̕ʵᶃ૚から̒఺の遺෺を

採取したが、この૚は֧ཚの可能性が͘ߴ、本来は̎૚と̐૚にؚまれていた遺෺がࠞ在している可能性を૝定する。
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２－５．各層の礫種・円磨度調査（表２）

　࣍の໰୊は遺෺として取り上げた᛽܈を、ਓ޻的なഁࡅ᛽、つまりണยなのかࣗવ৚݅の中でഁࡅしたِ石器なの

かを൑定しなければいけない。この఺については遺෺がग़౔した૚がؚΉ᛽のछྨと᛽のԁຏ度のϨϕルを෼ੳし、

遺෺がग़౔しない૚の᛽छとԁຏ度のϨϕルとൺֱすることによって、遺෺がग़౔した૚の᛽の組成のಛҟ性を確認

し、遺෺として取り上げたようなԁຏ度の௿い᛽がそのಛҟ性を示す要Ҽになっていることが෼かればਓ޻的である

かどうかの൑அج४のҰつになると考える。

　対象とする૚について、֤૚にؚまれる᛽をαϯϓルとして取りग़し、その᛽छと᛽のԁຏ度を෼ੳした。᛽छの

෼ྨとして提示してお͘΂きことは、頁岩を３ஈ֊に෼けた఺である。頁岩̝はߗ質な珪質頁岩で石器へのར用がे

෼に可能なもの、頁岩̢はߗ度ɾີ度ともに中ఔ度の頁岩、頁岩̨はట岩にྨする質がѱい頁岩である。ԁຏ度とし

ては、ެࣜな۠෼はຏ໣が進まないํから極֯᛽、֯᛽、ѥ֯᛽、ѥԁ᛽、ԁ᛽、極ԁ᛽の࿡ஈ֊であるが、本調査

の対象はՏ઒の最上ྲྀ෦に位置する୔であることからԁຏが進まないことが༧૝され、実用的な۠෼として極֯᛽ʹ

極֯᛽、֯᛽ʹ֯᛽、ѥԁ᛽ʹѥ֯᛽ɾѥԁ᛽、ԁ᛽ʹԁ᛽ɾ極ԁ᛽の̐ஈ֊で実施した。また本来ならば全ての૚

でಉ਺のαϯϓルを採取す΂きだが、૚によっては᛽਺がগな͘、ಉ਺のαϯϓルを確保することはできなかった。

αϯϓル਺は、遺෺が採取できた૚では̎૚2�఺、̐ʵᶃ૚49఺、̐ʵᶅ૚33఺、遺෺が採取できない૚では̐ʵᶇ

૚32఺、̔ʵᶆ૚2�఺である。ಛҟ性を示す要Ҽとして重要なのは石器としてのར用が可能な珪質頁岩ʢ頁岩)、ྑ

質な頁岩ʣのؚ༗ྔとそのԁຏ度だと考える。珪質頁岩はՐࢁ活動のӨڹなどを受けて生成される産෺だと考えられ

ることからʢ付ฤ３ࢀরʣ、当地のようにपลに珪質頁岩が෼෍するڥ؀の৔߹、ਓ的要Ҽだけではな͘様ʑなݪҼ

により౦ଆน໘のどの૚にでも珪質頁岩が入りࠐΉ可能性はある。またԁຏ度の௿いׂられたばかりのようなׂ໘を

ఄするݸମ、極֯᛽についてもࣗવڥ؀において頁岩がׂれる様ʑなݪҼが૝定されることからਓ޻的なものばかり

ではないと考える。しかしपลڥ؀とൺ΂てಛ定の૚ɾ৔ॴに珪質頁岩がҟৗにू中する৔߹、もし͘は極֯᛽がप

ลڥ؀に対してҟৗにू中する৔߹、そこにਓ޻的な要Ҽを૝定することができると考える。まͣは遺෺がग़౔し

たओ要な૚である̎૚、̐ʵᶃ૚、̒૚の᛽の組成について提示するʢද̎ʣ。̎૚と̐૚の頁岩)ʢ珪質頁岩ʣؚ

༗ྔは19�と2��、૚内の᛽の̎～３ׂを頁岩̝が઎める。頁岩̝の内、極֯᛽は60�と67�である。ちなみに平成

27年度にϠルϛ୔の࿐಄を調査した３、ࡍ૚の頁岩)は22�、̐૚の頁岩)は42�で2～ׂ̐を頁岩̝が઎め、極֯᛽

は�4�と67�であった。このような᛽छと極֯᛽のׂ߹によって、感֮的にࣗવڥ؀ではないというҟ様さとਓؒの

活動の存在を感じられるようにࢥわれる。上屋地Ｂ遺跡で、᛽がؚまれるものの遺෺と見られる᛽がग़౔しない૚、

̐ʵᶇ૚、̔ʵᶆ૚では、頁岩̝のؚ༗ྔは̌ˋである。頁岩.ʢ中ఔ度の質の頁岩ʣはؚまれているが、それらに

極֯᛽は見られない。このように見ると遺෺をؚΉ̎૚と̐૚の᛽の組成はଞの૚にൺ΂てҟ様であることがཧղで

きる。頁岩̝は̒૚にも確認できる。̒૚は̓૚の岩൫௚上の᛽をओମとする全ମ的にԁຏ度が௿い૚である。頁岩

̝が̓ˋ確認できる。内極֯᛽は�0ˋである。̎ɾ̐૚とൺ΂てׂ߹が௿い。また̒૚では̎ɾ̐૚とൺ΂てྲྀ໲岩

のԁຏ度の௿い᛽が目立ち、遺෺としてྲྀ໲岩を̎఺採取している。ണยだとଊえることもできそうなݸମではあるが、

これは֯᛽である。昭和40年代の調査では石器の᛽छにはߗ質頁岩ʢ珪質頁岩ʣとྲྀ໲岩ʢ石ӳૈ໘岩ʣを確認した

としているʢՃ౻1992ʣ。この調査報告では、Ｂ地఺ஈٰ上໘にઃ定したトϨϯνの内༰についてٞ࿦がなされており、

平成27年度調査の̎૚ʢ40年代調査の̎૚ʣをୈ̍文化૚、平成27年度調査の̐૚ʢ40年代調査の3C૚ʣをୈ̎文

化૚として、石器のग़౔ঢ়گとಛ௃について報告されているが、平成27年度調査の̒૚についてはԿも報告されてい

ない。岩൫まで掘りԼげたという記ࡌがみられることから̓૚上໘まで確認しているとはࢥわれる。また上屋地Ｂ遺

跡の౦ଆน໘についても当ॳの報告では記ࡌがなにもないまま、今ճ、ਤ4ô2に提示したஅ໘ਤの̒૚に石器แؚ位

置としてʷҹが記されていた。後にग़൛されたʰ飯豊࿈ๆ学術調査 ૯߹学術調査報告 ʢɦദ૔ɾՃ౻1970ʣによれば

ᶘ、ᶚ、ᶜʢਤ4ô2の૚൪߸ʣの᛽૚からૈ石器が採ूされたとしており、このような報告をどのようにཧղす΂き



�

か೉しいとこΖではあるが、調査当時に、前期旧石器時代のࢿྉとして෼ੳされた石器は̎ɾ̐૚から採取されたも

のだったとཧղする΂きであり、当時示されていたྲྀ໲岩の石器ࢼྉも今ճの調査ではྲྀ໲岩を遺෺として採取しな

かった̎ɾ̐૚から採取したものだったとཧղしておきたい。

２－６．九才沢の河床調査（図５・表３）

　前અでは上屋地Ｂ遺跡౦นの֤૚の᛽छとԁຏ度についてのσーλを提示し、̎ɾ̐૚の᛽छ組成のҟ様さを示し

た。このσーλにより、上屋地Ｂ遺跡౦นの珪質頁岩についてਓ޻的にׂられたണยである可能性が提示できたと考

える。しかし遺෺をؚΉ̎、̐૚は௚ܘの大きな᛽がؚまれる૚で、ڧい水のྲྀれでଯ積した水性ଯ積૚である可能

性がߴい。ڧい水のྲྀれの中で大きな᛽がྲྀれ動͘ӡ動が珪質頁岩をഁࡅすることはないだΖうか。もしそうだとす

るならば、当地の珪質頁岩のഁยはࣗવ෺の可能性がߴまる。ここでは当地からग़౔した珪質頁岩のഁࡅ᛽܈はِ石

器でないのだΖうか、という視఺からݕ౼をもうҰา進める。

　上屋地Ｂ遺跡と̘遺跡のؒには୔がྲྀれている。࠽۝୔という୔であるʢਤ̎ʣ。遺跡と୔の位置ؔ܎から、上屋

地Ｂ遺跡౦นで࡯؍できる᛽૚はこの࠽۝୔の水ྲྀによってଯ積した可能性が͘ߴ、上屋地Ｂ遺跡౦นの֤૚とಉ様

に、࠽۝୔のՏচの᛽について᛽छとԁຏ度を調査すれば、上屋地Ｂ遺跡からग़౔する珪質頁岩がࣗવの水ྲྀによっ

てׂれたものなのか、ਓ޻的なഁࡅ᛽であるのか、Ұา進めた൑அج४をઃけることが可能になると考える。᛽छと

ԁຏ度についてはࢁ野Ҫపࢯに൑அしてもらい、そのσーλを記録した。࠽۝୔で̍ϲॴ、࠽۝୔の支ྲྀとなる３つ

の୔ʢ੢の୔ɾ中の୔ɾ౦の୔ʣで̍かॴͣつ、֤ϙΠϯトで�0石をαϯϓルとして࡯؍し᛽छとԁຏ度を調査した。

したとこΖ、頁岩̝が̒�で極֯᛽は̌�であった。また۝౼ݕ୔のՏচ̖地఺で᛽छの組成とそのԁຏ度を࠽۝　

つのখ୔においてՏচの᛽छを調査したとこΖ、੢の୔では頁岩̝はな͘、質がམちる頁岩.がࡾ成するߏ୔を࠽

30�。極֯᛽は̍఺もなかった。中の୔でも頁岩̝はな͘、頁岩.が̒�、極֯᛽は̍఺もなし。౦の୔では頁岩̝

が̎�、頁岩.が̔�。極֯᛽は̍఺もなかった。全ମ的にこられの਺஋を上ճれば上ճる΄ど、ࣗવঢ়گとはҟな

るਓؒの活動によって࡞られたঢ়گである可能性がߴまると考える。࠽۝୔Տচ中、最も珪質頁岩の਺஋がߴい"地

఺をج४として上屋地Ｂ遺跡౦นの̎、̐、̒૚とのൺֱを行う。

　̎૚と̐૚についてはे෼にこの਺஋を௒えており、珪質頁岩のؚ༗ྔは３ഒҎ上、極֯᛽もはるかに௒え、ࣗવ

ঢ়گと全͘ҟなることが෼かる。̒૚は珪質頁岩のؚ༗ྔが࠽۝୔̖地఺のՏচと΄΅ಉじである。極֯᛽について

は�0�でՏচを௒えるものの、珪質頁岩のؚ༗ྔがՏচに近いことを評価し、̎、̐૚にൺ΂てࣗવঢ়گに近い૚だ

とཧղしたい。

２－７．小結

　̎ষのݕ౼によって࣍のことにٴݴできる。ᶃ上屋地Ｂ遺跡౦นの̎ɾ̐૚においてग़౔する珪質頁岩のഁࡅ᛽

は、ಉน内のଞの૚΍࠽۝୔のՏচの᛽छɾ᛽のԁຏ度とのൺֱにより、ਓ޻的にׂられたものである可能性がߴい

ことが૝定された。̒૚については珪質頁岩のؚ༗ྔがՏচのঢ়گに近͘、ࣗવڥ؀に近いと考える。ᶄγルトと࠭

がޓ૚にଯ積する̑૚の年代について、೤ルϛωοηϯス年代測定の結果2�
000～39
000年前、炭素年代測定の結果

30
94�～30
479年前ʢ26390��0ZS#1ʣの਺஋がग़た。ᶅそして、この̑૚より上にଯ積する̎ɾ̐૚より、ਓ޻的に

い珪質頁岩は前期旧石器時ߴされた可能性がࡅ的にഁ޻い珪質頁岩がग़౔している。つまりਓߴされた可能性がࡅഁ

代の૚にはؚまれていないということになる。

　また、このݕ౼によって࠽۝୔のՏচには、上屋地Ｂ遺跡౦นとಉ様に珪質頁岩が෼෍することもཧղできた。
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３－１．周辺の沢の河床調査

　前ষにおいて上屋地Ｂ遺跡にԊってྲྀれる࠽۝୔のՏচに珪質頁岩が෼෍するঢ়گを確認した。本調査のきっかけ

となった上屋地Ｂ遺跡がݪ産地遺跡ではないかというٞ࿦のݕ౼には、このようなՏচの珪質頁岩と遺跡からग़౔す

る珪質頁岩のؔ܎性をແ視することはできないと考える。また近ྡにはϠルϛ୔࿐಄のように上屋地Ｂ遺跡とྨࣅす

る珪質頁岩のഁยがଟྔにग़౔する৔ॴが確認されていることから、上屋地Ｂ遺跡のಛ性を把握するためには、पล

地域における珪質頁岩の෼෍ঢ়گのσーλも必要になると考える。よって上屋地Ｂ遺跡にྨࣅする珪質頁岩のഁยが

ग़౔する࿐಄が確認されているϠルϛ୔、Տচに珪質頁岩が確認できるӉ௡୔ʢਇ2012ʣについても࠽۝୔とಉ様に

Տচの᛽छとԁຏ度のσーλを調査した。また࠽۝୔とϠルϛ୔のؒをྲྀれているീ഼୔、࠽۝୔の౦をྲྀれている

খҴ୔についてもಉ様の調査を実施した。αϯϓル਺は全て�0石である。

３－２．ヤルミ沢・宇津沢の河床調査（図５・表３・表４）

　Ϡルϛ୔には平成27年度に調査を実施した࿐಄Ҏ外にもपลにൺ΂て઒চにଟ਺の珪質頁岩が確認できるϙΠϯト

がある。そのようなϙΠϯトである̚地఺では珪質頁岩ʢ頁岩̝ʣが�0�を઎める。またその内極֯᛽は���である。

より上ྲྀの̛地఺では珪質頁岩が10�となり࠽۝୔の઒চσーλに近͘、これがϠルϛ୔の珪質頁岩のࣗવڥ؀にお

ける෼෍਺ではないかと考えられる。൓໘̛地఺では頁岩̝のす΂てが極֯᛽であり、この໘ではಛघ性が感じられ

た。ちなみに平成27年に調査した࿐಄のす͙๣のՏচʢ̜地఺ʣでは珪質頁岩が24�、その内極֯᛽は44�だった。

　Ӊ௡୔についてはίϯΫϦートによるՏ؛補޻ڧ事が進Μでおり、上屋地Ｂ遺跡΍Ϡルϛ୔の࿐಄のように珪質頁

岩の極֯᛽がग़౔する৔ॴは確認されていないが、Տচに珪質頁岩がೱい̝地఺があり、そこでՏচの᛽छ組成調査

を実施した。珪質頁岩が44�、その内極֯᛽が72�確認できる。極֯᛽の内̍఺は確実な石૦であり、पғに遺跡が

ある可能性、もし͘はӉ௡୔のՏচࣗମがかつてのਓؒの活動地であった可能性が提示できる。ちなみにϠルϛ୔の

࿏಄からも໌確なಓ۩が̎఺ग़౔している。

３－３．八幡沢・小稲沢の河床調査（図５・表４）

　খҴ୔の̞地఺、ീ഼୔の̟地఺でՏচの᛽छ調査を実施したが、᛽छは頁岩̢、頁岩̨、ྲྀ໲岩、ڽփ岩、࠭岩で

成されており、頁岩̝は̍఺も確認できなかった。極֯᛽は᛽छを໰わͣ̍఺も確認できない。この୔は珪質頁岩をߏ

産ग़しない୔であることがཧղされ、Ճえて極֯᛽もないことからਓҝ的活動のࠟ跡を感じることはできなかった。

３－４．白川の河床調査（図５・表４）

　ന઒は飯豊ࢁ地からྲྀれग़る最上઒のྲྀݯで、前ड़の࠽۝୔、Ϡルϛ୔、Ӊ௡୔、ീ഼୔、খҴ୔がྲྀれࠐΉ大き

なՏ઒である。࠽۝୔との߹ྲྀ఺の΍΍Լに位置する̠地఺においてՏচの᛽छ調査を実施した。ྲྀ໲岩ɾર྘岩の

が�0�を௒える。頁岩としてはೈ質頁岩ʢ頁岩̨ʣが̍�ࠞ入し、珪質頁岩ʢ頁岩̝ʣは確認できない。᛽छをܭ߹

໰わͣԁຏ度が極֯᛽のݸମはない。

３．遺跡周辺の沢の踏査
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３－５．小結

　Ӊ௡୔とന઒Ҏ外はಉじࢁ地に水ݯを༗する୔であるが、Տচに෼෍する᛽छによってೋ෼できることが෼かった。

し、ീ഼୔とখҴ୔には珪質頁岩はみられない。珪ࣅ୔とϠルϛ୔、Ӊ௡୔は珪質頁岩が෼෍するという఺でྨ࠽۝

質頁岩が確認できる୔とできない୔に໌確に෼かれる。྆ऀのҧいはࢁ地に対する୔のਂさにあると൑அする。Ϡル

ϛ୔と࠽۝୔は਺本の支ྲྀをもちࢁ地ਂ͘からྲྀれग़る長い୔で、ീ഼୔とখҴ୔はࢁ地のઙい৔ॴに水ݯがある୹

い୔である。つまりよりਂい৔ॴに珪質頁岩を産ग़する地૚があることが推測できる。ಛに࠽۝୔の౦ଆの୔とϠル

ϛ୔の੢ଆの୔はࢁ中で大෼近い৔ॴにあり、珪質頁岩を産する地૚をڞ༗していることも૝૾される。また全ての

୔にいえることは、極֯᛽は珪質頁岩をओମとしており、頁岩̢、頁岩̨にもҰ෦極֯᛽はみられるが、その਺はগない。

　ന઒のՏচの᛽छは࠽۝୔΍Ϡルϛ୔とは全͘ことなる。飯豊ࢁからྲྀれग़るന઒上ྲྀの᛽छのӨڹを受けたર྘

岩΍ྲྀ໲岩といった石छがଟ͘を઎める。ԁຏ度もߴい。今ճの調査ではന઒Տচに珪質頁岩は確認できなかったが、

本来は࠽۝୔΍Ϡルϛ୔の珪質頁岩がྲྀれࠐΜでいるはͣである。実ࡍϠルϛ୔とന઒の߹ྲྀ地఺ではগ਺ながら珪

質頁岩が確認できている。ന઒上ྲྀからの᛽ྔがଟ͘、࠽۝୔、Ϡルϛ୔྆୔からྲྀれࠐΉ᛽はそれらにࠞじりྲྀさ

れるため、ന઒Տচの᛽छに༩えるӨڹはখさいということであΖう。このようなঢ়گはաڈにおいてもಉ様だった

と考えられる。もしաڈに珪質頁岩を採取する目的を༗したਓؒの活動があったならば、珪質頁岩がՏচにଟ͘෼෍

する࠽۝୔、Ϡルϛ୔、Ӊ௡୔が重要な৔ॴと認ࣝされ、採取活動がこれらの୔Ԋいにू໿されることがे෼に૝定

される。そしてଟྔの珪質頁岩のണยがू中してग़౔する上屋地Ｂ遺跡、Ϡルϛ୔࿐಄といった৔ॴが、珪質頁岩が

෼෍する࠽۝୔とϠルϛ୔Ԋいに確認できるということを重視する必要がある。

　また上屋地Ｂ遺跡、Ϡルϛ୔の࿐಄の珪質頁岩のग़౔ঢ়گはࣗવঢ়گのՏচとはҟなっていることを前ड़した。ど

ちらもՏচにൺ΂て遺跡ɾ࿐಄の΄うが、珪質頁岩の઎めるׂ߹が͘ߴ、極֯᛽の珪質頁岩がଟい。このようなՏচ

᛽の調査結果と遺跡ɾ࿐಄の᛽छの調査結果をൺֱすることで、上屋地Ｂ遺跡への珪質頁岩のू໿、ಉ地఺もし͘は

पล地఺でのਓҝ的なՃ޻といったݪ産地遺跡のঢ়گが૝定されると考える。

４．トレンチ調査

４－１．調査内容.（図２・５）

　̎、３ষの結果、上屋地Ｂ遺跡は珪質頁岩を産ग़する୔Ԋいに位置する遺跡であり、ҙਤ的にબ୒され、ਓҝ的に

ׂられた珪質頁岩がग़౔する৔ॴである可能性がߴいことを提示した。最後に、このような上屋地Ｂ遺跡のಛ性を໌

らかにするࡐྉを得るために、遺跡ྡ઀地のߴ৔にトϨϯνをઃ定し発掘調査を実施して遺ߏɾ遺෺の෼෍ঢ়گを確

認した。上屋地Ｂ遺跡のಛ性を考えたとき、上屋地̖遺跡と$遺跡をແ視するわけにはいかない。上屋地̖遺跡は上

屋地Ｂ遺跡の౦ଆߴ৔に、̘遺跡はＢ遺跡の੢ଆ、より୔に近い௿地にॴ在するʢਤ̎ʣ。現在はݝಓのෑઃによっ

て̖遺跡とＢ遺跡のؒには切り௨しがあり、྆遺跡は切り཭されてしまっているが、かつては地ܗ的に࿈ଓしていた

ことはؒҧいない。このような位置的ؔ܎から、この３遺跡をผの遺跡としてཧղすることはෆࣗવだとࢥわれる。

　昭和40年代の調査によって、上屋地Ｂ遺跡は前期旧石器時代、上屋地̖遺跡はೄ文૲創期という位置付けがなされ

てきた。しかしԾに上屋地Ｂ遺跡が石器のݪ産地遺跡としてのಛ性を༗するのであれば、昭和46年のୈҰ࣍調査で੡
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඼ࢼྉがग़౔したʢՃ౻1974ʣ上屋地̖遺跡とのؔ܎性を໌らかにすることが重要になると考える。̎ষにおいて上

屋地Ｂ遺跡の࿐಄で確認した૚ংを見れば、上屋地Ｂ遺跡の̑૚、水性ଯ積૚より上位に位置する૚は、̖地఺の遺

෺แؚ૚と࿈ଓする౔૚となる可能性も考えられる。また上屋地̘遺跡からもണยがग़౔するということであれば、

位置ؔ܎的に、੡඼ࢿྉがग़౔している上屋地̖遺跡をՃ޻৔とし、௿地である上屋地Ｂɾ̘遺跡に᛽ยを౤غした

ࠟ跡が現在の珪質頁岩がग़౔するঢ়گをߏ成している可能性も考えられる。

　このようなことから、上屋地Ｂ遺跡の౦ଆߴ৔ʢਤ̎昭和46年の上屋地̖遺跡調査地の๣、上屋地̖遺跡も調査後

の埋め໭しが行われなかったようで現在も調査۠を確認することができるʣ、Ϡルϛ୔珪質頁岩ू中࿏಄の౦ଆにあ

るٰྕの上においてখトϨϯνによる調査を実施したʢਤ̑ʣ。

４－２．上屋地Ａ遺跡周辺高場のトレンチ調査（図６・表５）

　上屋地̖遺跡の昭和46年の調査۠域のଆに̼̍ʷ̼̍のトϨϯνを̍ϲॴઃ定して掘りԼげた。̍૚、ද౔が̒

DN、そのԼに̎૚、ද౔と地ࢁ༝来౔のࠞ͟り౔が໿10DNଯ積し、そのԼに３૚、再びද౔らしき౔がݕग़される。

おそら̎͘૚は昭和46年度の調査のࡍに掘り上げられた౔で、３૚が昭和46年当時のද౔であるとཧղされる。当時

のトϨϯνが埋め໭されていないことからもこのようなཧղが正しいと൑அする。３૚は໿1�DNଯ積しており、そ

のԼにؚཻ࠭みの౔૚である̐૚をݕग़した。この̐૚௚上で珪質頁岩の2�9ʷ1�7ʷ0�3DN大のখണยʢ̖ʣが̍఺ग़

౔した。̐૚の౔質、౔৭は上屋地Ｂ遺跡౦นの̎ʵᶃ૚にྨࣅしており、もし࿈ଓ性があるならば̎૚にൺ定する

ことができるだΖう。そのԼには̑૚、ൺֱ的ۉ質な೪౔૚がଯ積し、̒૚がྲྀ໲岩とڽփ岩をؚΉ૚、̓૚にڽփ

岩と見られる岩൫がγルト化しつつあるঢ়گが確認された。ണยについてはग़౔૚をはじめとした全ての૚ংに珪質

頁岩がؚまれないことから、これはਓ޻的にׂられた珪質頁岩のണยであることが૝定できた。

４－３．ヤルミ沢周辺高場のトレンチ調査（図６・表５）

　Ϡルϛ୔についても上屋地Ｂ遺跡とಉ様に、᛽ยがଟྔに確認できる࿐಄の౦ଆにあるٰྕのߴ৔に̼̍ʷ̼̍の

トϨϯνを̎ϲॴઃ定して掘りԼげた。トϨϯν̍、̎ڞにಉ様の૚ংを示し、̍૚、３～̑DNఔ度のද౔、̎૚、

̑～10DNのΫϩϘΫ౔がଯ積する。そのԼに３૚、上屋地̖遺跡の̐૚にྨࣅした૚がଯ積しており、トϨϯν̍

ではその௚上に̐఺の珪質頁岩のখണยʢＢ～̚ʣがग़౔した。Ｂについてはܗଶ的にϙΠϯトϑϨーΫの可能性が

提示できる。ग़౔૚をはじめとしたपล地૚には珪質頁岩がؚまれないことから、これもਓ޻的にׂられた珪質頁岩

のണยであることが૝定できた。

４－４．小結

　調査の結果、上屋地̖遺跡、Ϡルϛ୔࿐಄の౦ଆߴ৔から珪質頁岩のখさなണยがग़౔した。この遺෺によって当

地఺において、ある時期に珪質頁岩のՃ޻が行われた可能性が考えられた。ണยのग़౔਺がগないことから発掘地఺

はՃ޻地のԑลであることが૝૾され、पลにಉ様のখさいണยがू中する中心地఺の存在が༧૝できる。上屋地̖

遺跡、Ϡルϛ୔࿐಄の྆ॴにおいて、୔पลでは大～খܗの珪質頁岩ണยのू中域、ߴ৔においてはご͘খさいണย

のग़౔といったঢ়گが確認できたことから、当地がかつての珪質頁岩の採取地ɾ石器Ճ޻のݪ産地遺跡である可能性

が提示できると考える。

　中௡઒地۠にはྑ質な珪質頁岩をՏচからଟྔに採取できる୔がෳ਺ある。珪質頁岩が෼෍する୔はݶ定されてい

ることから、そのような୔を見つけग़し、Տচからબผした珪質頁岩をूめ、Տޱ地近ྡのٰྕ෦の上に࡞業ॴを定
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める。ूめた頁岩を࡞業ॴにӡび、もし͘はあるఔ度の大きさまでՏচでׂりՃ޻を行い、必要のないണยは୔へ౤

げࣺてる。石器のՃ޻Ϩϕルがどのஈ֊のものであったのかは૝૾の域をग़ないが、上屋地Ｂ遺跡΍Ϡルϛ୔࿐಄で

৔トϨϯνߴ、の全てのஈ֊を当地で行っていた可能性は௿い。ただし޻できるണยの大きさをみると、石器Ճ࡯؍

でग़౔したണยはご͘খさいものばかりであったことから、Ճ޻Ϩϕルのஈ֊はݶ定的ではあるがࡉ෦にٴͿՃ޻が

行われる事ྫもあったことが૝定される。

５．੒果と՝題

　̎ষ～̐ষまでの調査ݕ౼によって、上屋地Ｂ遺跡については水性ଯ積૚である̑૚より上の̎ɾ̐૚からग़౔す

る珪質頁岩のഁยについて、౦ଆน໘の֤૚の᛽छと᛽のԁຏ度のൺֱ、Տচ᛽とのൺֱからਓ޻的にׂられたണย

である可能性がߴいことが推定できた。そして೤ルϛωοηϯスと炭素による年代測定の結果、̑૚より上の૚は、

গな͘とも3094�ô30479年前ʢ26390��0ZS#1ʣҎ߱にଯ積した౔૚であることが確定できた。これは後期旧石器時代

後൒Ҏ߱の਺஋となり、前期旧石器時代のものではない。上屋地Ｂ遺跡の̎ɾ̐૚については、ϗϞɾΤϨΫトスの

活動の൱定、ϗϞɾαϐΤϯスの活動の可能性を提示することが可能になった。̑૚よりԼの૚についてはよりݹい

時代の૚だということになる。̎ষで示したように̒૚からもγϟーϓな珪質頁岩のग़౔が見られた。この૚につい

ては珪質頁岩のؚ༗཰がՏচのࣗવঢ়گに近͘、極֯᛽はࣗવ現象によりഁࡅされたݸମだと考えているが、もしこ

の૚より໌確な石器が確認できるというのであれば、よりݹい時代の遺跡が当地にॴ在することになるだΖう。昭和

40年代の調査報告における౔૚அ໘ਤʢਤ4ô2ʣにはこの̒૚に石器がग़౔したϙΠϯトが示されている。࢒೦なが

らこの遺෺についてのৄࡉは෼からない。前ड़のように本報告書は̒૚からग़౔した珪質頁岩について、ਓ޻的な遺

෺である可能性はきわめて௿いという立৔をとっているが、ಉ時にその可能性を100�൱定できるσーλを提示でき

たわけではない。また̒૚は現在のݝಓとಉϨϕルに位置し、౦ଆน໘の΄΅最Լ૚となるため、上位૚からの่མ

෺がཷまるঢ়گがみられる。本報告書では可能なݶり、่མした᛽をग़౔遺෺としてޡ認しないように౒めたが、当

࿐಄は昭和40年代からあらわれていたことにՃえ、ݝಓとのؔ܎上、積極的に掘りࠐみ、׬全に新たな໘をݕग़して

調査を実施することはできなかった。上位૚の遺෺が̒૚にࠞ入している可能性はߴいと考えている。このようなॾ

要素から̒૚からग़౔した石器のཧղについては、今後さらにਂめる΂きୈ1の՝୊となる。

　ここまでの成果をみれば、本再調査について前期旧石器時代として位置付けられてきた貴重な遺跡の年代を、ただ

新し͘しただけだとཧղするํもいるかもしれない。しかし本調査は地域ݯࢿとしての可能性をൿめた遺跡の付Ճ価

஋を、ただԼげただけのものではないと考える。पลの୔のՏচ᛽の᛽छとԁຏ度の調査、珪質頁岩のू中域近ลの

トϨϯν調査をՃえたことで、当遺跡とそのपลが޿域なݪ産地遺跡となる可能性を提示することが可能になったと

考えている。पลの୔のՏচঢ়گを見れば、上屋地Ｂ遺跡の̎ɾ̐૚、Ϡルϛ୔の࿐಄にみられる珪質頁岩のग़౔ঢ়

としてはҟ様であり、पลにおけるਓؒの珪質頁岩にؔわる活動を૝定しないわけにはいかない。このگはࣗવঢ়گ

఺は上屋地Ｂ遺跡とϠルϛ୔࿐಄近ྡのߴ৔においてトϨϯν調査を実施し、珪質頁岩のണยがग़౔したことで、प

ғのݪ産地遺跡のॴ在を認ࣝすることが可能になったと考える。ただし今ճの調査は当遺跡の中心෦をัらえたわけ

ではな͘遺跡のԑลに৮れたにա͗ないとも考える。Կよりも遺跡のܗが見えていないのである。このような՝୊に

対してはपลの遺跡の෼෍をԡさえてい͘ことが必要で、これがୈೋの՝୊といえる。

　そして中௡઒पลにおける޿域な୔の調査から、当地では上屋地Ｂ遺跡のようなঢ়گがෳ਺の୔にまたがってॴ在

している可能性が͘ߴ、そのݪྉの産ग़ྔもଟかったのではないかと૝定された。ਇ昭ൟࢯによればʢਇ2012ʣ೔޲

ಎ۸など置ࣀຍ地の遺跡܈に当地の珪質頁岩がݪྉとして࣋ちࠐまれ、Ճ޻がなされて、さらにଠ平༸ଆへҠग़され
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た可能性もあるとされるが、࢒೦ながら当地の珪質頁岩にはಠࣗのಛ௃がみられないため、ফඅ地遺跡のࢿྉとのൺ

によってྲྀ௨ൣғを確定してい͘ことは೉しい。この఺の実ূにより、上屋地Ｂ遺跡の活用のための付Ճ価஋౼ݕֱ

をߴめることがୈࡾの՝୊である。当વながら中௡઒地内の遺跡において大ن໛な石器生産活動が行われていた可能

性もあり、この఺はୈೋの՝୊とབྷめてཧղをすすめる΂き՝୊としなければならない。

　最後に。当報告書は時代のม化に൐っておきる学໰的視఺とٕ術のม化をもとに、提ىされていた遺跡の໰୊఺に

ついて、情報のम正を行い、今後遺跡の保護と活用を༗ޮに行うために実施した調査の報告書である。先ਓの౒力΍

成果をܰΜじ、ਓ֨΍౒力を൱定する目的から行われたものではないことを重Ͷて໌記さͤていただ͘。本調査に協

力して͘ださったํʑ、෼ੳにޚ協力いただいた༗஌ࣝऀのํʑ、ڵຯを࣋ちԕ࿏଍をӡびさま͟まなޚҙ見を͘だ

さったํʑ、҆௚な視఺でみれば歴史をただ新し͘してしまうだけの事業とも見える当調査をஆか͘見कって͘だ

さった地ݩの皆様に感謝を申し上げます。またਇ昭ൟࢯの研究成果が上屋地#遺跡の情報をߋ新する調査の切ܽとな

りました。ࢯの地ಓな研究活動とその成果に感謝いたします。
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上屋地 %遺跡

4-յᒙ

表㸰:上屋地%遺跡ࠊ✀♟ࡢ෇☻ᗘ
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表㸱:上屋地遺跡周辺ࡢἑࠊ✀♟ࡢ෇☻ᗘ
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্԰஍̗Ҩ੻౦น࠾औҨ෺
൪߸ 器छ ओମ的なද໘ঢ়ଶ ओ要ണ཭໘  

ཪ໘のඋ考 ണ཭֯ ॎʢNNʣ ԣʢNNʣ ްさʢNNʣ重ྔʢ̶ʣ ᛽छ໊ 度ߗ ԁຏ度 ग़౔૚ උ考正໘ ཪ໘
1 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 102 79 31�2 213 頁岩 ̢ ֯᛽ ̎ʵᶃ
2 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ 74 111 �1�� 11�2 6� 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̎ʵᶃ ਤ7ô2
3 石֩ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 104�� 102�4 6��2 1034 頁岩 ̝ ֯᛽ ̐ʵᶃ
4 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ �� 43�4 43�2 12�7 1� 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̐ʵᶃ ਤ7ô4
� ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 60�0 31�� 2��2 31 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̐ʵᶃ
6 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô ���0 22�7 10�3 13 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̎ʵᶃ
7 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ܽଛ໘༗ ô 91�� ���2 21�6 101 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̎ʵᶃ
� Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ܽଛ໘༗ ô �4�0 ���4 10�7 16 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̕ʵᶃ
9 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ܽଛ໘༗ 49 29�4 21�6 ��1 6 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̕ʵᶃ
10 ᛽ࡅഁ ണ཭໘ ണ཭໘ ܽଛ໘༗ ô 111�6 69�2 61�� 4�1 頁岩 ̨ ֯᛽ ̕ʵᶃ
11 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ܽଛ໘༗ ô 113�6 39�6 27�� 124 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̕ʵᶃ
12 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 101�� 77�0 11�� 10� 頁岩 ̝ ֯᛽ ̕ʵᶃ ਤ7ô12
13 ᛽ࡅഁ ണ཭໘ ണ཭໘ ܽଛ໘༗ ô �6�2 ���0 �7�1 393 頁岩 ̢ ֯᛽ ̕ʵᶃ
14 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 130�0 6��1 29�6 197 頁岩 ̝ ֯᛽ ̕ʵᶃ
1� Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ܽଛ໘༗ ô 79�6 106�2 20�7 177 頁岩 ̝ ֯᛽ ̕ʵᶃ
16 ᛽ࡅഁ ണ཭໘ ണ཭໘ ଧ໘ܽଛ ô 116�4 122�4 6��� 1090 頁岩 ̝ ֯᛽ ̐ʵᶅ
17 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ଧ໘ܽଛ ô 37�6 31�3 16�6 13 頁岩 ̢ 極֯᛽ ̐ʵᶅ
1� Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 163�0 1�3�3 3��2 162 頁岩 ̨ ֯᛽ ̐ʵᶅ
19 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ܽଛ ô �3�0 116�4 32�0 140 頁岩 ̝ ֯᛽ ̐ʵᶅ ਤ7ô19
20 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 164�0 100�0 32�� 4�� 頁岩 ̢ ֯᛽ ̐ʵᶊ
21 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 76�0 22�1 16�� 29 頁岩 ̢ 極֯᛽ ̒
22 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 70�4 39�� 14�� 41 頁岩 ̢ ֯᛽ ̒
23 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô ���4 77�2 36�� 296 頁岩 ̝ ֯᛽ ̒
24 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 23�6 1��4 12�4 6 頁岩 ̢ 極֯᛽ ̒
2� ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 43�� 36�� 13�� 14 頁岩 ̨ ֯᛽ ̒
26 Ṟย ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 11��7 94�6 30�� 2�7 頁岩 ̨ ֯᛽ ̒
27 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 6��4 36�� 14�� 29 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̒ ਤ7ô27
2� ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 72�1 32�0 13�6 24 頁岩 ̨ 極֯᛽ ̒
29 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 30�6 22�4 4�0 2 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̒
30 ยࡅ ࣗવ໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 103�6 �7�� 20�0 110 ྲྀ໲岩 ֯᛽ ̒ ਤ7ô30
31 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 112�1 76�� 29�6 20� 頁岩 ̢ ֯᛽ ̕ʵᶆ
32 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 93�� 4��� 16�2 �0 頁岩 ̢ ֯᛽ ̒ʁ
33 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 99�0 �9�� 1��2 �0 頁岩 ̝ ֯᛽ ̒ʁ
34 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 131�7 93�4 �7�0 601 頁岩 ̢ ֯᛽ ̒ʁ
3� ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 104�� 63�4 3��� 1�7 頁岩 ̢ ֯᛽ ̒
36 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 23��1 �0�1 34�2 213 頁岩 ̨ ֯᛽ ̒
37 ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ܽ൪
3� ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ܽ൪
39 ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ô ܽ൪
40 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 61�2 42�7 19�2 �1 頁岩 ̝ 極֯᛽ ̐ʵᶃ
41 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 47�6 39�2 ��7 16 頁岩 ̝ ֯᛽ ̐ʵᶃ
42 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 6��4 ���4 17�4 �0 頁岩 ̝ ֯᛽ ̐ʵᶃ
43 ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 174�1 62�� 32�3 3�4 頁岩 ̨ ֯᛽ ̒
44 ยࡅ ࣗવ໘ ࣗવ໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 90�� 42�4 41�6 1�2 ྲྀ໲岩 ֯᛽ ̒
4� ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 166�2 73�� 33�1 321 頁岩 ̢ ֯᛽ ̒
46 ᛽ࡅഁ ࣗવ໘ ണ཭໘ ണ཭ํ޲ෆ໌確 ô 62�0 2��2 11�3 22 ྲྀ໲岩 ֯᛽ ̒

্԰஍"Ҩ੻पลߴ৔ɺϠϧϛ୔पลߴ৔τϨϯν࠾औҨ෺
" ണย ണ཭໘ ണ཭໘ ଧ໘ܽଛ ô 2��� 16�� 2�6 1 頁岩 ) 極֯᛽

# ണย ണ཭໘ ണ཭໘ ଧ໘ܽଛ ô 42�4 2��4 4�� 4 頁岩 ) 極֯᛽ ϙΠϯト
ϑϨーΫ

$ ണย ണ཭໘ ണ཭໘ 71 1��0 26�� 4�0 1 頁岩 ) 極֯᛽
% ยࡅ ണ཭໘ ണ཭໘ ଧ໘ܽଛ ô 16�7 7�4 2�4 1 頁岩 ) 極֯᛽
& ണย ണ཭໘ ണ཭໘ 72 3��1 32�2 ��� 6 頁岩 ) 極֯᛽

ണ཭֯

ද̑ɹҨ෺Ұཡද
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̍ɽ͸͡Ίに
　上屋地遺跡Ｂ地఺がॴ在する࿐಄において、ଯ積෺のルϛωοηϯス年代測定を行った。ルϛωοηϯス年代測定

は、ଯ積෺がཋびたࣗવ放射ઢྔの定ྔにͮ͘ج年代測定๏である。θϩϦηοトʢ年代のॳ期化ʣされるΠϕϯト

の発生時から現在までに஝積した放射ઢྔʢ஝積ઢྔʣと、Ұ年ؒにٵऩする放射ઢྔʢ年ؒઢྔʣを見積もり、ル

ϛωοηϯス年代は஝積ઢྔを年ؒઢྔでআすることでٻまる。今ճ、対象ࢼྉがଯ積෺をѻうため、当ॳはޫルϛ

ωοηϯスʢ04-ʣ年代測定をࢼみたが、04-信߸がඍऑであった。そこで、ଯ積෺の೤ルϛωοηϯスʢ5-ʣ年

代測定๏である、࢒存5-ࠩしҾき๏ʢԼԬ΄か200�ʣを用いて年代推定をࢼみた。

ྉࢼྉʢࢼྉは、３૚から̎ࢼ　 ɿ̍３૚上、ࢼྉ ɿ̎３૚Լʣ、̐૚から̍ࢼྉʢࢼྉ３ʣ、̑ʵᶃ૚から̍ࢼྉʢࢼ

ྉ̐ʣ、̑ʵᶅ૚から̍ࢼྉʢࢼྉ̑ʣを採取したʢਤ̍ʣ。ࢼྉは、࿐಄ηΫγϣϯにԘϏύΠϓをࠩしࠐΜで、ଯ

積෺ࢼྉを採取した。しかし、̐૚は᛽をଟؚ͘Ή૚であり、े෼にࢼྉを得ることができなかったため、ࢼྉ３の

測定は実施できなかった。

̎ɽࢼྉॲཧ
　࣋ちؼったࢼྉはԘϏύΠϓから取りग़し、水をுったόケπの中で、߭෺ཻ子がばらばらになるようにखでࡅい

た。֧፩して̎෼ؒ放置し、ු༡෺と௜఼෺に෼けた。ҎԼ、ු༡෺を測定ࢼྉとしてॲཧした。まͣ、10ˋաࢎ化

水素水༹ӷで༗機෺をআڈ後、アηトϯ༹ӷを用いてཻ度を໿̐～10 �Nに੔えた。その後、20ˋԘ༹ࢎӷを用いて

炭ࢎԘ߭෺をআڈした。௒७水でચড়後、߃Թ૧でס૩さͤた。最後に、20ˋ珪ϑο化水素水༹ӷで̐೔ؒॲཧを̎

ճ܁りฦして、ඍࡉな石ӳのみをநग़した。最後に੺外ޫྭىルϛωοηϯスʢ*34-ʣ測定を行って、石ӳの७化

を確認した。ʢҎԼ、測定ࢼྉをφνϡϥルࢼྉとするʣ。

３ɽ5-ଌఆ
　஝積ઢྔの見積もりは、ଟࢼྉ付Ճઢྔ๏ʢ"JULFO 19��ʣによる࢒存5-ࠩしҾき๏ʢԼԬ΄か200�ʣを用いた

5-測定で行った。ࢼྉ̍～̐までは、φνϡϥルࢼྉとφνϡϥルࢼྉに1�、30、4�(Zを付Ճর射したࢼྉを用ҙ

した。ࢼྉ̑は、φνϡϥルࢼྉとφνϡϥルࢼྉに30、60、90(Zを付Ճর射したࢼྉを用ҙした。5-測定には、

立正大学熊୩Ωϟϯύスにઃ置してあるࣗ動測定૷置/3-ô990ô45-2ô,6ʢԼԬ΄か201�ʣを用いた。5-測定৚݅

は、஠素งғؾでঢԹ଎度̑ˆʗTFD、100～�00ˆまで࿈ଓঢԹ๏により測定した。5-のݕग़೾長は、2�0～370 ONʢ൒

஋෯ʣである。

存5-は、220ˆで60ඵؒϓϨώートʢ測定前のՃ೤ॲཧʣ後に200ඵؒ࿐ޫしてから5-測定を行って評࢒ྉのࢼ֤　

価した。

̐ɽ年ؒઢྔධՁ
　஝積ઢྔはཻܘ໿̐～10 �Nのࢼྉを用いたので、年ؒઢྔの評価は̍年ؒにٵऩするЋઢ、Ќઢ、ЍઢおよびӉ

஦ઢの߹ܭとした。

　まͣ、ࢼྉを߃Թ૧でס૩さͤた後、ॴ定のϓϥスνοΫケースに෧入した。ࢼྉからのЍઢは、ήルϚχウϜ൒

ಋମݕग़器ʢϛϦΦϯςΫϊϩδーζɾΩϟϯϕϥࣜג会ࣾ੡Ϟσル72291ô7�004ʣを用いてܭ測した。そして、ウϥϯ、

トϦウϜ、ΧϦウϜ40のೱ度をٻめ、放射ઢྔへのࢉ׵ ʢࣜ"EBNJFD BOE "JULFO 199�ʣを用いて、それͧれ年ؒЋઢྔ、

෇ฤ１ɹ上屋地遺跡Ｂ地఺に͓͚Δଯੵ෺のルミネッセンス年代測定
ԼԬ　ॱ௚ʢ立正大学地ڥ؀ٿՊ学෦ʣ
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年ؒЌઢྔ、年ؒЍઢྔを見積もったʢද̍ʣ。なお、֤ ઢྔは、ࢼྉをס૩するࡍにٻめたؚ水ൺを用いて補正を行っ

た。また、年ؒӉ஦ઢྔは0�1� N(Z�年とした。

̑ɽ݁Ռͱ࡯ߟ
　測定した5-άϩーΧーϒʢਤ̎ࠨʣより、҆定した5-信߸ྖ域を確認するϓϥトーςストを行い、ϓϥトーྖ域

の5-信߸を用いて生長ۂઢを࡞成したʢਤ̎ӈʣ。そして、最খೋ৐๏により௚ઢճؼした。その࢒、ࡍ存5-との

ަ఺を஝積ઢྔとして見積もった。年ؒઢྔは、ウϥϯ、トϦウϜ、ΧϦウϜ40のೱ度からٻめた。ද̍に、֤ࢼྉ

の஝積ઢྔと年ؒઢྔ、ルϛωοηϯス年代ʢLBはઍ年前ʣを示す。

　ルϛωοηϯス年代は૚ংにैい、Լ૚になるにつれてݹい年代を示した。また、̑ʵᶃ૚では採取した炭化෺の

放射性炭素年代測定が実施され、26
390��0Z#1ʢ:6ô�04�ʣが得られているʢܗࢁ大学　:6ô".4άルーϓ2016ʣ。

これを、*OU$BM13Ϟσルʢ3FJNFS et al. 2013ʣを用い、0Y$BM4�2ϓϩάϥϜʢ#SPOL 3BNTFZ BOE -FF 2013ʣによっ

てྐྵ年ߍ正ʢ1Мʣすると、30
�40ô30
610 DBM Z#1であった。̑ʵᶃ૚のルϛωοηϯス年代は32�7 LBであり、̎つ

のҟなる測定๏で得られた年代஋はໃ६ない結果となった。

ँࣙ
　Րࢁփ考ݹ学研究ॴのૣా　ษത࢜には、ࢼྉ採取のࡍにおੈ࿩になった。記して感謝申し上げます。なお本報告

には、೔本学術ৼڵ会Պ学研究අʢएख研究"ɿ՝୊൪߸2�702011ʣのҰ෦を࢖用した。

Ҿ༻จݙ
"EBNJFD
 (� BOE "JULFO
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ԼԬॱ௚ɾ長༑߃ਓɾখാ௚໵ʢ200�ʣ࢒存5-を評価した5-年代測定๏のվྑとそれをར用したϨスଯ積෺の5-年代と04-

年代のൺֱ、ಸྑ教育大学ل要�7、QQ�49��4

ԼԬॱ௚ɾ೾ଟ野ஐɾాᬑ和໌ɾ৿ඒൺݹɾ੨໦ஐ史ɾߐࡕ मʢ201�ʣ04-�5-ࣗ動測定૷置/3-�99ô045-2ô,6のઃܭ੡࡞

と9ઢٿ؅のઢྔ཰ֱ正、地ڥ؀ٿ研究17、QQ�107ô110

ྉの年代測定ࢼ野Ҫ先生ʕ飯豊町̎ࢁ大学　:6ô".4άルーϓʢ2016ʣܗࢁ

ද̍ɹϧϛωοηϯε年代ଌఆ݁Ռ

ྉ　ࢼ ஝積ઢྔ 
ʢ(Zʣ

ウϥϯ 
ʢQQNʣ

トϦウϜ 
ʢQQNʣ

ΧϦウϜ40 
ʢXU�ʣ

年ؒઢྔ 
ʢN(Z�年ʣ

5-年代 
ʢLBʣ

̍ ３૚上 37�9ʶ 9�3 2��2ʶ0�26 ���3ʶ1�24 0�20ʶ0�17 1�66ʶ0�13 23ʶ6

̎ ３૚Լ 4���ʶ ��9 2��6ʶ0�26 4�70ʶ1�23 0�7�ʶ0�17 1�92ʶ0�11 2�ʶ3

̐ ̑ʵᶃ૚ 6��3ʶ14�1 1��6ʶ0�26 7�23ʶ1�24 0��1ʶ0�17 2�02ʶ0�13 32ʶ7

̑ ̑ʵᶅ૚ 71�3ʶ10�0 2�32ʶ0�26 6�39ʶ1�23 0�74ʶ0�17 2�02ʶ0�13 3�ʶ�
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図㸯　ヨᩱ᥇ྲྀ఩⨨

図㸰　ヨᩱ㸳㸦㸳㸫ճᒙ）ࡢ 7/ （㛗᭤⥺㸦ྑ⏕࡜（㸦ᕥࣈ࣮࣮࢝ࣟࢢ

ྉࢼ˞ 1 が 3 ૚上෦、

ྉࢼ　 2 が 3 ૚Լ෦、

ྉࢼ　 3 が 4 ૚、

ྉࢼ　 4 が ��ᶃ૚、

ྉࢼ　 � が ��ᶅ૚である
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̍ɽ͸͡Ίに
　上屋地Ｂ遺跡ࢼྉ̎఺に対して、Ճ଎器質ྔ෼ੳ๏ʢ".4 ๏ʣによる放射性炭素年代測定を行った。

̎ɽࢼྉͱํ๏
　ද̍にࢼྉ情報を示す。測定ࢼྉは、ݩ素෼ੳܭ、質ྔ෼ੳܭ、ΨϥスਅۭϥΠϯよりߏ成されるάϥϑΝΠト調

੔γスςϜにてάϥϑΝΠト化を行った。その後、૯߹研究ॴ̍֊にઃ置したՃ଎器質ྔ෼ੳܭʢ:6ô".4ɿ/&$ 

੡ 1��4%)ʣを用いて放射性炭素年代を測定した。得られた14$ೱ度についてಉ位ମ෼ผޮ果の補正を行った後、14$年代、

ྐྵ年代をࢉग़した。

３ɽ݁Ռ
　ද̎に、αϯϓルの放射性炭素年代測定ٴびྐྵ年ֱ正の結果を示す。ಉ位ମ෼ผޮ果の補正に用いる炭素ಉ位ମൺ

ʢЎ13$ʣ、ಉ位ମ෼ผޮ果の補正を行ってྐྵ年ֱ正に用いた年代஋、׳用にैって年代஋とࠩޡをؙめてද示した14$

年代、14$年代をྐྵ年代にֱ正した年代ൣғを示す。ྐྵ年ֱ正に用いた年代஋はԼܻ̍をؙめていない஋であり、今

後ྐྵ年ֱ正ۂઢがߋ新されたࡍにこの年代஋を用いてྐྵ年ֱ正を行うために記ࡌした。֤αϯϓルのྐྵ年ֱ正結果に

ついては、本報告書にఴ付した。ίーυ/P�:6ô�049ʢ,:12ô4ʣのࢼྉは現代炭素に近い஋を示し、対Ԡするֱ正ۂ

ઢからྐྵ年代を得る事がग़来なかったため、Q.$ʢ1FSDFOU.PEFSO $BSCPOʣの஋を示した。Q.$は19�0年の14$ೱ

度を100とした時の୯位である。

෇ฤ２ɹ上屋地Ｂ遺跡２ࢼ料の年代測定
2016 年̕月21೔

大学:6ô".4άルーϓܗࢁ

表１．試料情報 

 

 

 

表２. 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果 
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ʹʹʹ�年代ଌఆのํ͑ߟ�ʹʹʹʹ
　14$年代は"%19�0年をج఺にしてԿ年前かを示した年代である。14$年代ʢZS#1ʣのࢉग़には、14$の൒ݮ期として

-JCCZの൒ݮ期��6�年を࢖用した。また、付記した14$年代ࠩޡʢʶ̍Мʣは、測定の౷ࠩޡܭ、ඪ४ภࠩ等にͮجい

てࢉग़され、ࢼྉの14$年代がその14$年代ࠩޡ内に入る確཰が6��2ˋであることを示す。

　なお、ྐྵ年ֱ正のৄࡉはҎԼのとおりである。ྐྵ年ֱ正とは、大ؾ中の14$ೱ度がҰ定で൒ݮ期が��6�年としてࢉ

ग़された14$年代に対し、աڈのӉ஦ઢڧ度΍地࣓ٿ৔のม動による大ؾ中の14$ೱ度のม動、ٴび൒ݮ期のҧいʢ14$

の൒ݮ期�730ʶ40年ʣをֱ正して、より実ࡍの年代஋に近いものをࢉग़することである。14$年代のྐྵ年ֱ正には

0Y$BM4�21ʣʢֱ正ۂઢσーλɿ*OUDBM132ʣを࢖用した。なお、̍Мྐྵ年代ൣғは、0Y$BMの確཰๏を࢖用してࢉग़さ

れた14$年代ࠩޡに૬当する6��2ˋ信པݶքのྐྵ年代ൣғであり、ಉ様に̎Мྐྵ年代ൣғは9��4ˋ信པݶքのྐྵ年代ൣ

ғである。Χοί内のඦ෼཰の஋は、そのൣғ内にྐྵ年代が入る確཰をҙຯする。άϥϑ中のॎ࣠上のۂઢは14$年

代の確཰෼෍を示し、ೋ重ۂઢはྐྵ年ֱ正ۂઢを示す。
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̍ɽ͸͡Ίに
　飯豊町上屋地遺跡は、1967年に羽越水害の調査をしていたถ地文෉ʢ当時ܗࢁ大学助教तʣが石器を発見し、その後、

Ճ౻ູ΄かとの上屋地ʢＢ地఺ʣの発掘調査で、前期旧石器時代遺跡とされたʢถ地ɾՃ౻、1969ʣ。その後、೔本

の旧石器の遺跡発掘が進み、ࢿྉが૿す中で、۔୔ʢ19�2ʣは上屋地Ｂ遺跡を前期旧石器時代の研究ྫとして঺հし

ている。またݝܗࢁでも、最ݹの遺跡であり、ࡾສ年前の旧石器文化とされ ʢ઒࡚、19��ʣ、ݝ内のത෺ؗなどのల

示でもਓྨの歴史の最ॳに、この遺跡が位置付けられるʢݝܗࢁ立ത෺ؗ、19�9ʣ。こうしたことからも、上屋地Ｂ

遺跡は考ݹ学的には旧石器時代のݹい時期の遺跡としてੋ認されてきたものとࢥえる。ै 来、考ݹ学では旧石器時代は、

΄΅̐ສ年より前を前期ʢ中期をお͘ばあいもあるʣ、それҎ߱を後期とされてきた。しかし、፻造事݅Ҏ来、後期

Ҏ外の石器の存在はෆ໌確とされているʢఅ、2011などʣ。上屋地Ｂ遺跡は、ถ地ɾՃ౻ʢ1969ʣが前期旧石器時代

として位置付けてはいるが、それはݕ౼す΂きॾ఺があることを前提としたҰつの可能性であった。すなわち、上屋

地#遺跡はถ地ɾՃ౻ʢ1969ʣがࣗら指ఠした՝୊を໌かした上での評価が必要なのである。それは遺෺の埋積時代

とଯ積機ߏである。

　まͣ、上屋地産石器の時代的ࠜڌであるが、当遺跡の発掘໘ʢ上屋地Ｂ遺跡ʣはपลのஈٰ地ܗのߴ位ஈٰ**໘に

対ൺされ、それはʮݹ中௡઒ބʯのଯ積෺であり、その時代はウルϜණ期の最פ期もし͘はそれҎ前であるという。

そして、ߴ位ஈٰ**໘のଯ積෺の14$年代が29
600ʶ1
700Z#1であるという௥記がある。しかし、このࢼྉの採取地఺

΍૚४の記ࡌがແいʢถ地ɾՃ౻、1969ʣ。

　そもそも、ஈٰ໘をߏ成するଯ積෺の年代をൺߴで۠෼された地ܗ໘をもって、代දさͤることは地質学的には߹

ཧ性がない。ある地域のߴ位にあるՏ؛ஈٰは௿位にあるஈٰよりもݹい時期からのଯ積෺があるにしても、Ұ཯に

ಉ期のଯ積෺ではないからである。すなわち、ஈٰのߴ௿を໰わͣ、そこにはԼ෦より上෦へ新しいଯ積෺があって、

その最上෦の現生ଯ積෺までは࿈ଓした地૚がܗ成されているのである。したがって遺෺を埋積している地૚の年代

がಛ定されないݶり、遺෺の埋積年代はෆ定である。上屋地Ｂ遺跡の遺෺はそれを埋積する地૚とその年代の対Ԡを

付けるखஈが๡しかったので、地ܗ໘の対ൺにཔったのであΖう。しかし、産地ɾ૚४ෆ໌のࢼྉの14$年代をここ

の遺෺の年代とするのは໌らかにແཧである。

　こうした上屋地Ｂ遺跡の༗ޮな年代は΍はり、14$年代であるが、෩化がஶしい཮成૚からద切な炭素ࢼྉを得る

ことは、当時はࠔ೉であったし、今೔でもಉ様である。ただ年代測定のํ๏に".4๏がಋ入され、ඍྔな炭素ࢼྉ

でも測定が可能になった。ඍྔな炭素とはݴえ、཮成૚では༗機෺の෼ղがஶし͘、ී௨は動২෺遺ମが࢒されるこ

とは期଴できない。ただし、当時、ਓҝ、ࣗવいͣれかのՐによる炭化した২෺がؚまれていれば෼ղを໔れている

はͣである。そうした炭化෺は、遺跡の埋積౔を大ྔ採取して、ద切にॲཧすれば見つかる可能性がある。本調査で

はこのํ๏に௅み、年代測定をࢼみた。

　さらに、本遺跡での旧石器とされる石ࡐがʮ珪質頁岩ʯであり、それが、遺跡のある࠽۝୩΍近ྡの໼見୔などの

Տচに͘޿見られることが஫目される。石器のࡐྉとしては、Ψϥス質༹岩としての༵ࠇ石があるが、珪質頁岩もଟ

用されているʢఅ、2011などʣことから、そのݪ産地の確認とその地質学的ಛ性のݕ౼も必要になる。

̎ɽ্԰஍̗Ҩ੻の஍࣭調査
　上屋地遺跡の地質அ໘は、そのࣸਅと地質۠෼をਤ̍に示す。அ໘の地質は、最Լ位が新ୈܥࡾのట岩ʢج൫岩ʣで、

その上に遺෺を埋積するとされるୈ࢛ܥが重なる。ୈ࢛ܥは᛽質෦ʢ᛽が༏੎な෦෼ʣとγルト質෦ʢట質෦が༏੎

෇ฤ３ɹ上屋地Ｂ遺跡の年代とʮ珪質頁岩ʯの੒Ҽ
大学ཧ学෦ʣܗࢁݩ野Ҫ　పʢࢁ
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な෦෼ʣに大ผされる。᛽質෦はԼ位より(1～(3૚に、γルト質෦は41～43૚に෼けられる。

　᛽質෦の̜はట質のج質෦がଟいج質෦支࣋᛽૚である。̜と̨のڥքは໌確ではない。᛽छは大൒がփ～҉ࢵփ

৭の長石のൗথがݦஶなྲྀ໲岩ʢ石ӳૈ໘岩ʣである。その΄か頁岩、ߗ質頁岩、ર྘岩、᛽岩、ڽփ岩等からなる。

　41～42は、༏ന৭のγルト質૚であるが、౫ଡෆྑのࡉ᛽をؚΉ。41にはࡉ᛽～ૈཻ࠭がつ͘る༿ཧが見られる。

೑؟で見෼けられるཻ子の岩質はന৭のట岩ʢ頁岩ʣがओମである。43は׊৭をఄし、かなりのྔの᛽をؚみ、(3

とは઴Ҡしている。

　࣍に、地૚の成Ҽであるが、̜の᛽छはଟछがࠞ在していることから、ଞॴからのӡൖ෺である。当調査地఺はന

઒支ྲྀの࠽۝୔の最Լྲྀ෦のՏ؛෦に当たるので、᛽は࠽۝୔の水ྲྀӡൖ෺の可能性がある。調査地఺に近い࠽۝୔

のՏচ᛽の᛽छが(1～(3૚中の᛽छのߏ成とྨࣅしている。よって、本࿐಄の᛽は࠽۝୔ྲྀ域に෼෍する岩石がى

質支ج質෦でॆరされているجɼそのؒを࠭質の͘޿と考えられる。ただし、᛽支࣋᛽૚ではな͘、᛽と᛽のؒがݯ

࣋᛽であるので、࠽۝୔の水ྲྀでӡൖされたとしても、そのՏচଯ積෺そのものが࢒ったのではな͘、ଯ積後、ଟগ

の᛽のೋ࣍的なҠ動΍、৵৯によるܽམはあったものと考えられる。

　ଞํ、41～42は࠭༿ཧ෦をڬΉことから、水ྲྀଯ積෺である。༿ཧ෦の࠭にަじるࡉ᛽は֯᛽であることから付

近のج൫岩の෩化ണ཭ยのྲྀ入෺である。41～42の৭はҰ見ڽփ岩のようにന৭に見えるが、෩化ʢ୤৭ʣによる

ものと考えられる。ج൫岩の上໘はԜತがあるものの、ਤ̐のように୩ఈํ޲にࣼ܏していることから、41～42は

こうしたࣼ໘を෴う水成ଯ積෺と考えられる。ただし上位の43は、水成であるかס཮のࣼ໘ଯ積෺であるかはෆ໌

である。

　このように、上屋地遺跡のଯ積෺はถ地ɾՃ౻ʢ1969ʣがओுするބఈもし͘は؛ބଯ積෺、もし͘は୩෦のՏচ

ଯ積෺ଯ積と考えられる。ただし、(3΍43Ҏ上はס཮性ଯ積෺の可能性もある。いͣれにͤよ̜の᛽のݯىは࠽۝

୔ྲྀ域に࿐ग़する新ୈܥࡾにそのݯىをٻめることができる。そうした(は前ड़のようにଯ積後、ଟগのҠ動΍৵৯

によるม化があったと考えられるが、̜の᛽のೋ࣍的なҠ動がਓҝかࣗવかを൑ผすることはෆ可能である。

図㸯　上屋地Ｂ遺跡࡛ࡢᖺ代 ᐃヨᩱ᥇ྲྀ఩⨨
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３ɽ14$年代ଌఆ
　年代測定のためのࢼྉは上屋地Ｂ遺跡のਤ⚑に示すஅ໘から３૚४につき、それͧれ໿�0LHのଯ積෺を切りग़し

て採取した。採ूしたࢼྉは水中で΄͙しながら先ͣは̑ܘNNҎ上をᝲでআき、࣍に̎NNҎ上と0��NNະຬの෦

෼をᝲ෼してআいたʢਤ̖̎ʣ。

　̎～0��NNը෼に調੔されたཻ子を水中に置き、೑؟で炭化෺とࢥえるཻ子をスϙΠトٵい上げてरいूめるʢਤ

̎#ʣɽूめたࠇ৭ཻ子のଟ͘は、実ମݦඍڸでڸݕすると、༗৭߭෺΍ࠇ৭頁岩あるいはϚϯΨϯ΍మの௜ணཻ子

であるので、それらからから೩ম炭をࣝผɾ෼཭するʢਤ̎$ʣ。これを܁りฦし、測定に必要とされるྔの炭化෺

をूめるʢਤ̎%ʣ。

　上記行ఔでूめたࢼྉはܗࢁ大学ߴ感度Ճ଎器質ྔ෼ੳηϯλーのՃ଎器質ྔ෼ੳʢ".4ʣにより、年代測定が

なされた	ද̍
。測定に当たり、े෼なྔがあった、,:12ô1と,:12ô4については結果が得られたʢද̎ʣ。

図㸰　ᖺ代 ᐃヨᩱᣠ࠸ฟࡋ⾜⛬
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　　Ꮚࢆ⫗║࡛ᣠ࠸集ࠋࡿࡵ

Ｃ㸸ᐇయ㢧ᚤ㙾࡛㯮Ⰽ⢏Ꮚかࡽ

　　Ⅳ໬≀ࢆ㆑ูࠋࡿࡍ

㹂㸸Ⅳ໬≀ࡢࡳࡢヨᩱࡀ集ࡽࡵ

ࠋࡿࢀ　　

ද̎ɹ14$年代ଌఆ݁Ռ

ද̍ɹ14$年代ଌఆࢼྉ
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　これらのうち、,:12ô4は現生の炭素であり、,:12ô1が།Ұ༗ޮな結果が得られたࢼྉであった。なお、この14$

年代のֱ正は、0Y$BM4�2によりࢉग़された஋ʢ̍М、̎Мʣである。また#$ʢݩل前ʣを#1ʢ現在より前ʣに௚す

には前ऀに19�0をՃえた஋である。すなわち、ද̎の̎Мʢ9��4�の信པ度ʣは3094�ô30479年前ʢ#1ʣとなる。

̐ɽ࣭ܔทؠの࢈ݪ஍ͱ成Ҽ
　上屋地Ｂ遺跡のある࠽۝୩΍໼見୔あるいはӉ௡୔のՏচには珪質頁岩の᛽がࢄ在している。この珪質頁岩はՃ౻

ʢ1992ʣが上屋地Ｂ遺跡で旧石器とした岩質とಉ様である。Տচにある岩石はਓҝでないݶりその上ྲྀからのస石で

ある。ന઒のように上ྲྀ域にزつかの支ྲྀをもつようなՏচ᛽のݪ産地のಛ定はࠔ೉であるが、上記࠽۝୩のような

খՏ઒は珪質頁岩の࿐಄が見つかる可能性がある。そうした見௨しで、珪質頁岩のస石があるখՏ઒のزつかを౿査

した。

　ଟ͘のখՏ઒は྆؛からの่յଯ積෺などに෴われ、ج൫岩の࿐ग़がѱ͘、珪質頁岩の࿐಄を見つけることができ

なかったが、࠽۝୔において、その࿐಄を見つけることができた。その位置は、ਤ３のʷであり、߹わͤてपลの地

質ਤʢ༄୔΄か、199�ʣも示す。࿐ग़地఺は新ୈܥࡾ中新౷のઙւ૚である౬খ屋૚ʢ中෦ʣとされる۠域にある。

珪質頁岩はਤ̐ʢӈʣのようなঢ়گで࿐ग़している。΄΅ਨ௚な珪質ܥ頁岩૚ʢ໿70DNʣの上෦にՐྲྀࡅଯ積෺ʢ໿

̼̍ʣがあり、その上位はࠇ৭のմঢ়ట岩ʢന৭෩化ʣである。

図㸱　஑ᡯἑࡿࡅ࠾࡟⌛㉁㡫岩㟢㢌఩⨨㸦�）࡜周辺地㉁図㸦ᰗἑ࡯か1998ࠊ）

される。こうした珪質岩࡯؍まれたట質の᛽が珪化して៛ີな珪質岩になっていることはしばしばࠐփ岩に取りڽ　

はڽփ岩中のΨϥスが水に༹けてΠΦϯとなってట岩にҠ動し、そこでΦύールとなってߗ質にݻ化したものである。

ଯ積෺ྲྀࡅ成されたと考えられる。すなわち、ਤ̐ʢӈʣの࿐಄は珪質頁岩とՐܗでߏ୔の珪質頁岩もಉ様の機࠽۝

は΄΅ਨ௚なࣼ܏で重なるが、ݩ来はಁ水性のྑいՐྲྀࡅଯ積෺が上位にあってそこで༹けた珪ࢎΠΦϯがԼ位のట

岩૚にҠ動して珪質頁岩がܗ成されたとࢥわれる。ちなみにՐྲྀࡅの上位にあるట岩は珪化がな͘ೈ質である。また、

ਤ̐ʢࠨʣの࿐಄では、ಁ水性のྑいཻࡉՐྲྀࡅଯ積෺は、見かけ上、Լ位にあるが、この地૚はٯసしていて、ݩ

来は上位にあって、珪ࢎΠΦϯ水をԼ位にਁಁさͤ、Լ位૚であるؚྲྀ໲岩᛽Րྲྀࡅଯ積෺の珪化をଅ進さͤ、ୌを

。成しているܗい岩ମをߗ成するようなܗ
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　なお、࠽۝୩のస石にはྲྀ໲岩᛽がগなからͣ認められる。このస石とՐྲྀࡅ中のྲྀ໲岩質֯᛽は岩質がಉҰであ

ることから、ྲྀ໲岩のస石のݯىはこうしたՐྲྀࡅଯ積෺中の֯᛽にٻめることができる。

̐ɽ·ͱΊ
　本調査の՝୊はᶃ上屋地Ｂ遺跡のܗ成時期のಛ定と、ᶄ付近のখՏ઒のస石としての珪質頁岩の産地と成Ҽのݕ౼、

にあった。ᶃにؔしては上屋地Ｂ遺跡の最Լ෦の14$年代が̎Мʢ9��4�の信པ度ʣは、3094�ô30479年前ʢ#1ʣであ

ることが൑໌した。ᶄは౬খ屋૚ʢట岩ʣにڬまれるྲྀ໲岩質Րྲྀࡅଯ積෺からの珪ࢎΠΦϯのҠ動による珪質頁岩

のܗ成の可能性が考えられた。

　上屋地Ｂ遺跡からग़౔する石器ঢ়の珪質頁岩、あるいは近ྡのখՏ઒からのಉ様なܗঢ়の珪質頁岩が、స石として

ࣗવのものであるか、あるいはਓҝ的なܗঢ়であるかのݕ౼が଴たれる。
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̍ɽ調査のܦҢ
　ਇ昭ൟࢯの報告ʢ2012ʣにより、飯豊町中௡઒のϠルϛ୔に上屋地Ｂ遺跡からग़౔した遺෺とྨࣅする珪質頁岩が

ଟྔにؚまれる࿐಄があることが෼かった。飯豊町教育委員会は当地に遺跡がॴ在する可能性を૝定し平成27年度に

෼෍調査を実施した。Ϡルϛ୔の࿐಄では౔૚が࡯؍できるとڞにଟ਺のߩ岩のണยが確認できた。よってこの頁岩

の採取ɾ෼ੳを行うことで෼෍調査を実施した。ଯ積年代を໌らかにするためにܗࢁ大学ཧ学෦໳׎ౙथࢯに炭素年

代測定を、ଯ積ݪҼのղ໌のためにܗࢁݩ大学ཧ学෦のࢁ野Ҫపࢯに᛽छとԁຏ度の෼ੳをґཔした。

̎ɽ࿐಄の土層
さ໿200DNの࿐಄がある。̍૚ߴ、に෯໿120DN؛ಓ̔߸ઢからϠルϛ୔を໿400N上ྲྀに上った地఺、୔のӈݝ　

は২෺の෗৯૚。̎૚はްいγルトと࠭がޓ૚にଯ積する。３૚は௚30～̍ܘDN大の᛽૚で珪質頁岩がଟྔにؚま

れている。̐૚は３૚より᛽の௚ܘが大きな᛽૚で珪質頁岩がؚまれる。３ɾ̐૚ともにڧい水のྲྀれによるՏ઒ଯ

積૚だと૝定する。̑૚は᛽がଯ積するが珪質頁岩がみられない૚。̒૚はట質૚でトウώଐのٿ果΍਑༿थの༿が

ؚまれる。̓૚は新ୈܥࡾとみられる࠭岩のج൫岩である。

３ɽϠϧϛ୔のՏচ・࿐಄の᛽छ・ԁຏ度調査（ද３ɺ図̑）
　Ϡルϛ୔の࿐಄とՏচʢਤ̑ʵ̜地఺ʣについてແ࡞ҝに岩石をαϯϓϦϯάし、その᛽छとԁຏ度の組成調査を

行った。࿐಄では296఺ʢ３૚10�఺、̐૚10�఺、取り上げ遺෺�6఺ʣのαϯϓルから組成を෼ੳした。３૚は、珪

質頁岩22�で、̐ ૚は珪質頁岩42�である。ԁຏ度は３૚の珪質頁岩が極֯᛽�4�、̐ ૚の珪質頁岩は極֯᛽67�である。

Տচの᛽छ組成は104఺のαϯϓルから෼ੳした。珪質頁岩が24ˋ、珪質頁岩の極֯᛽が44ˋである。࿐಄よりՏচ

のԁຏ度がߴい޲܏にあった。

̐ɽҨ෺のݕ౼
　࿐಄の̎૚から̐఺、３૚から20఺、̐૚から62఺、߹�6ܭ఺の珪質頁岩を遺෺として採取した。໌確な石器とし

ては３ɾ̐૚からҰ఺ͣつଧ੡石ිのະ成඼を採取しているʢ19ʣ。ଞにもະ成඼とࢥわれるࢿྉが３૚で３఺ʢ̍、

63、�3ʣ、̐૚で̐఺ʢ3�、4�、�0、69ʣ採取された。そのଞは珪質頁岩のഁࡅ᛽である。これらが石器かどうかと

いう఺であるが、࿐಄にみられる珪質頁岩は極֯᛽と֯᛽の߹ܭが90�を௒える。中ఔ度の頁岩の極֯᛽は11�、そ

のଞの᛽छに極֯᛽はない。そしてѥԁ᛽とԁ᛽の߹ܭは、ೈ質頁岩90�、ڽփ岩�9�、࠭岩92�、ર྘岩100�であ

る。このような結果を見ると珪質頁岩のみに極֯᛽なݸମがみられる。࿐಄の᛽は୔のڧいྲྀれによりଯ積した可能

性がߴい。このଯ積աఔを૝定した৔߹、᛽がసがることでԁ᛽化が進ΉӨڹがあったと૝定できる。極֯᛽な岩石

の存在はࣗવঢ়گではج本的にはҟৗで、現地に近い৔ॴでਓҝ的なׂ石Ճ޻が行われた可能性を提示できることか

ら、当調査地の遺෺については石器だと推࡯する。

̑ɽ୸ૉ年代ଌఆの݁Ռ
　年代測定を実施するため炭化෺を֤૚から採取し年代測定を実施した。ࢼྉの採取位置はϠルϛ୔࿐಄அ໘ਤ

に提示した。年代測定の結果、Ϡルϛ୔࿐಄のܗ成年代は࣍のように考えられた。̑～̒૚はѥࢁߴ性のトウώ

ଐのٿ果΍Ϟϛଐの༿の化石といったණ期のଯ積෺をؚΉ໿4ສ年前の૚ʢ3�130ʶ203ZS#1
:6ô4147ʣɾʢ347�0ʶ

෇ฤ４ɹヤルミ沢概要
ʢ飯豊町教育委員会ʣ



3�

1�0ZS#1
:6ô414�ʣɾʢ43290ʶ320ZS#1
:6ô4149ʣである。̐૚はೄ文時代前期の໿7000年前ʢ6111ʶ24ZS#1
:6ôûøü÷ʣ、

ただし̐ສ年前ࠒまでを射ఔに入れなければならない。３૚はח૔～ࣨ町時代ʢ600ʶ20ZS#1
:6�41�1ʣ、̎૚は

ઓ国～ށߐ時代ॳ期の年代ʢ310ʶ20ZS#1
:6ô41�2ʣを示す。このように࿐಄౔૚のଯ積年代は上へ޲ってॱに

新しい年代を示す。ただし̐૚の᛽૚については、ৄࡉな年代をٻめた͘、)29年度に̐఺の炭化෺ࢼྉを௥Ճ

で採取し、෼ੳを実施した。その結果ᶃ7160ô6961年前ʢ61�0ʶ2� ZS#1
:6ô6999ʣ、ᶄ71�9ô6947年前ʢ613�ʶ30 

ZS#1
:6ô7000ʣ、ᶅ6776ô66�1年前ʢ���0ʶ2� ZS#1
:6ô7001ʣ、ᶆ41241ô40201年前ʢ36070ʶ200ZS#1
:6ô7002ʣと

いう਺஋であり、̐૚については΍はり໿7000年前ࠒという਺஋が௥認できた。

̒ɽ調査݁Ռ
　Ϡルϛ୔からਓҝ的なՃ޻によってׂられたと考えられる頁岩がଟྔに確認された。このようなണยは、炭化෺の

年代測定の結果からೄ文時代前期にՃ޻された可能性がߴいと考える。࿐಄から採取した石器の༝来については、今

後、Տ઒ྲྀ域にԊった෼෍調査を実施する必要性がある。

×

×
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ใࠂॻঞ࿥
; り が な かみ΍ちびーいͤき　はっ͘つちΐうさ΄うこ͘しΐ

書 ໊ 上屋地Ｂ遺跡　発掘調査報告書

෭ 書 ໊

ר ࣍ 　

γ Ϧ ー ζ ໊ 飯豊町教育委員会埋蔵文化財調査報告書

γϦーζ൪߸ ୈ̔ू

ฤ ஶ ࡞ ऀ ୓ڮߴ

ฤ ू 機 ؔ 飯豊町教育委員会

ॴ 在 地 ௴ࣈ飯豊町大܊ࣀ੢置ݝܗࢁ 2��� ൪地

発 行 年 月 ೔ 201� 年 3 月 31 ೔

;りがな ;りがな ίーυ
๺Ң ౦Ң 調査期ؒ

調査໘積
調査ݪҼ調査地ɾ遺跡໊ ॴ在地 町ଜࢢ 遺跡൪߸ ʢᶷʣ

上屋地Ｂ
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ㆋ㆟

ݝ
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403 022 37 度 �� ෼ 66 ඵ 139 度 �1 ෼ 27 ඵ

201� 年
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～

2019 年
３月

660ᶷ 確認調査
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᫛࿴ 40 ᖺ代ࡢ上屋地Ｂ遺跡ࡢㄪᰝࢳࣥࣞࢺ跡

上屋地Ｂ遺跡ᮾቨㄪᰝ≧ἣ

┴㐨ࡢ࡬ᔂ落ᅵࢆ㜵ࡢࡵࡓࡄᅵᄞ㓄⨨

✄⏣ᏕྖẶ࣭⃝⏣ᩔẶ᮶跡

ᒸᮧ㐨㞝Ặ᮶跡

上屋地Ｂ遺跡ᮾቨ㟢㢌

図∧ 1

飯豊中Ꮫᰯ　中Ꮫ⏕　య㦂Ꮫ⩦

బ⸨ᗉ一Ặ᮶跡
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上屋地 %遺跡ᮾቨ 6 ᒙࡢ≧ἣ

上屋地 %遺跡ᮾቨ 6 ᒙ 遺≀ฟᅵ≧ἣ 

Ⅳ⣲ࢢࣥࣜࣉࣥࢧࡢసᴗ中࡟ฟᅵ࣐ࣥ࢞ࣥࡓࡋ⢏

Ⅳ⣲ࢢࣥࣜࣉࣥࢧࡢ

下ᒸẶࡿࡼ࡟ヨᩱࢢࣥࣜࣉࣥࢧࡢ

上屋地 %遺跡ᮾቨ 4-ձᒙ 遺≀ฟᅵ≧ἣ 

上屋地 %遺跡ᮾ㠃 4-ոᒙ 遺≀ฟᅵ≧ἣ 
上屋地 %遺跡ᮾቨ

　　ᒙᗎ

図∧ 2
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Ᏹ津ἑἙᗋࡢ♟✀࣭෇☻ᗘㄪᰝ

Ᏹ津ἑ
஑ᡯἑἙᗋㄪᰝ

஑ᡯἑἙᗋࡢ⌛㉁㡫岩

白川Ἑᗋ

⨨㈷⥲ྜᨭᗇᘓタ㒊かࡢࡽᣦᑟ࡚ࡗࡼ࡟

図∧ 3
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Ᏹ津ἑἙᗋࡢ石ᵕ

Ᏹ津ἑἙᗋࡢ⌛㉁㡫岩

࣑ࣖࣝἑἙᗋ ⌛㉁㡫岩࣮ࣝࣗࢪࣀࡢ

࣑ࣖࣝἑἙᗋࡢ⌛㉁㡫岩

࣑ࣖࣝἑ㟢㢌ࡢ⌛㉁㡫岩

࣑ࣖࣝἑἙᗋࡢㄪᰝ≧ἣ

࣑ࣖࣝἑἙᗋࡢ♟✀࣭෇☻ᗘㄪᰝ
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࣑ࣖࣝἑ㟢㢌

上屋地 $遺跡　すഃかࡽ

࣑ࣖࣝἑ㟢㢌1) ࣮ࣝࢶࡢ�

࣑ࣖࣝἑ㟢㢌2) ࣮ࣝࢶࡢ�

࣑ࣖࣝἑ㟢㢌 ᮌ∦ (1�

࣑ࣖࣝἑ㟢㢌 ᮌ∦ (2�
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図∧࣑ࣖࣝἑ㧗ሙࢳࣥࣞࢺ 1 タᐃ地

࣑ࣖࣝἑ㧗ሙࢳࣥࣞࢺ 1 ㄪᰝ≧ἣ

࣑ࣖࣝἑ㧗ሙࢳࣥࣞࢺ㸰 ㄪᰝ≧ἣ

上屋地 遺≀ฟᅵ≧ἣ　ࢳࣥࣞࢺ$

上屋地Ａࢳࣥࣞࢺ῝᥀≧ἣ

ࢳࣥࣞࢺἑ㧗ሙࢳࣥࣞࢺ࣑ࣝࣖ 1 遺≀ฟᅵ≧ἣ

図∧ 6

上屋地Ａࢳࣥࣞࢺㄪᰝ≧ἣ
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